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緒
　
言

　

本
稿
は
、
宏
智
頌
古
百
則
の
研
究
（
四
）
と
な
る
。
既
に
（
一
）

よ
り
（
三
）
ま
で
の
考
察
を
終
え
て
、
今
回
は
第
八
十
一
則
よ
り
第

百
則
ま
で
を
収
載
し
た
。

　

本
論
考
で
は
、
先
学
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独
自
の
考
察
を

進
め
て
き
た
。
従
来
は
、
坐
禅
体
験
に
基
づ
い
た
提
唱
の
形
態
か
、

学
問
的
考
察
に
よ
る
和
訳
の
形
態
で
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿

で
は
釈
意
に
重
点
を
置
き
、
宏
智
が
伝
え
よ
う
と
し
た
思
想
に
迫
ろ

う
と
試
み
た
。

　

今
回
の
（
四
）
に
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
、
佐
藤
清
道
氏
、
伊
藤

秀
真
氏
、
大
橋
崇
弘
氏
、
西
川
慈
恩
氏
、
杉
原
修
一
氏
、
富
川
拓
哉

氏
を
中
心
と
し
て
、
関
美
那
子
氏
、
有
田
大
悟
氏
の
参
加
も
得
た
。

参
加
諸
氏
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

宏
智
禅
師
頌
古
百
則
の
研
究
（
四
）

佐　
　

藤　
　

悦　
　

成　
編

第
八
十
一
則
　
玄
沙
到
県

【
本
則
】 

擧
。
玄
沙
到
蒲
田
縣
。
百
戲
迎
之
。
次
日
問
小
塘
長
老
。
昨
日
許
多
喧
鬧
。
向
什
麼
處
去
。
小
塘
提
起
袈
裟
角
。
沙
云
。
料

掉
沒
交
渉
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
玄
沙
師
備
が
蒲
田
県
に
行
く

と
、
歌
や
踊
り
な
ど
様
々
な
歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。
翌
日
、

玄
沙
は
小
塘
長
老
に
「
昨
日
は
賑
や
か
で
し
た
が
、
今
日

は
、
そ
の
賑
や
か
な
様
子
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
」
と
質
問
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
小
塘
は
袈
裟
の
角
を
つ

ま
み
上
げ
る
所
作
で
応
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
玄
沙
は

「
目
前
の
事
実
に
分
別
を
加
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

日
の
こ
と
は
昨
日
の
こ
と
で
、
今
日
の
こ
と
は
今
日
の
こ
と

で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

玄
沙
は
、
蒲
田
県
で
歓
迎
を
う
け
た
こ
と
を
題
材
に
し
て
、
小
塘
の
境
地
を

点
検
し
て
い
る
。
昨
日
の
喧
鬧
を
煩
悩
に
み
た
て
て
、
得
悟
の
後
に
煩
悩
は

何
処
に
行
っ
た
の
か
を
問
い
、
小
塘
に
悟
道
の
在
り
方
を
質
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
小
塘
は
袈
裟
の
角
を
つ
ま
み
上
げ
て
、
こ
と
ば
で
の
応
答
を
避

け
、
本
来
の
自
己
に
何
も
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
小
塘
は
、
仏
法

が
日
々
日
常
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
悟
道
の
後
も
そ
れ
は
変
わ
ら
ず
、
修
行

が
慈
悲
行
に
転
じ
る
だ
け
だ
と
示
し
て
い
る
。
煩
悩
は
除
く
も
の
で
、
悟
道

は
理
想
で
あ
る
と
い
う
分
別
に
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
。
玄
沙
は
小
塘

の
応
答
に
対
し
て
、「
料
掉
没
交
渉
」
と
言
っ
て
「
昨
日
の
こ
と
を
今
日
に

持
ち
込
む
必
要
は
な
い
」
と
示
し
、
分
別
に
滞
ら
ず
、
修
行
（
昨
日
）
が
慈

悲
行
（
今
日
）
に
転
じ
る
の
み
と
示
し
た
小
塘
の
境
地
を
認
め
た
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
玄
沙 

蒲
田
県
に
至
る
。
百
戯
し
て
之
を
迎
う
。
次
日 

小
塘
長
老
に
問
う
。
昨
日 

許
多
の
喧
鬧
、
甚
麼
の
処
に
向
か
っ
て

去
る
や
。
小
塘 

袈
裟
角
を
提
起
す
。
沙
云
、
料
掉
没
交
渉
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
夜
壑
藏
舟
。
澄
源
著
棹
。
龍
魚
未
知
水
爲
命
。
折
筯
不
妨
聊
一
攪
。
玄
沙
師
。
小
塘
老
。
函
蓋
箭
鋒
。
探
竿
影
草
。
潜

縮
也
老
龜
巣
蓮
。
遊
戲
也
華
鱗
弄
藻
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
夜
壑
に
舟
を
蔵
し
、
澄
源
に
棹
を
著
く
。
龍
魚
は
知
ら
ず 
未
だ
水
を
命
と
為
す
を
。
折
筯
は
妨
げ
ず 

聊
か
一
攪
す
る
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
夜
の
闇
が
舟
の
姿
を
隠

し
て
い
ま
す
。
澄
ん
だ
水
面
に
棹
を
さ
し
て
船
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。
龍
魚
は
水
中
で
し
か
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。
折
れ
た
箸
で
水
面
を
か
き
回
せ
ば
、
水
の
中
に

い
る
こ
と
を
少
し
は
分
か
る
で
し
ょ
う
。
玄
沙
と
小
塘
の
境

地
は
、
箱
の
蓋
と
本
体
が
合
わ
さ
る
よ
う
に
一
致
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
射
ら
れ
た
矢
が
寸
分
違
わ
ず
正
面
か
ら
ぶ
つ
か

る
よ
う
に
、
玄
沙
師
と
小
糖
老
の
境
地
は
同
じ
で
す
。
一
方

が
探
竿
を
用
い
れ
ば
、
一
方
は
影
草
を
用
い
ま
す
。
老
い
た

亀
が
蓮
に
巣
を
つ
く
っ
て
静
寂
を
保
ち
、
鯉
が
藻
の
隙
間
を

自
由
に
泳
ぐ
よ
う
な
も
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

夜
中
の
暗
さ
で
舟
の
姿
が
み
え
な
い
こ
と
は
、
平
等
の
意
を
示
し
悟
境
を
表

し
て
い
る
。
棹
を
動
か
し
て
舟
を
進
め
る
こ
と
は
悟
り
の
世
界
に
安
住
し
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
龍
魚
は
水
の
中
を
自
由
に
泳
ぎ
ま
わ
っ

て
い
る
が
、
自
身
に
水
の
中
と
い
う
意
識
は
な
い
。
悟
り
に
至
っ
た
人
は

悟
っ
た
と
分
別
に
陥
ら
な
い
の
で
あ
る
。
玄
沙
は
そ
れ
を
試
し
て
い
る
。
折

れ
た
箸
で
か
き
回
す
の
は
そ
の
譬
え
で
あ
る
。
分
別
に
陥
ら
ず
、
迷
妄
の
無

い
境
地
と
い
う
点
で
は
玄
沙
も
小
糖
も
同
等
で
あ
る
。
例
え
ば
、
老
い
た
亀

が
蓮
の
根
元
で
佇
む
か
と
思
え
ば
、
鯉
が
藻
の
隙
間
を
自
由
に
泳
ぐ
よ
う

に
、
二
人
と
も
分
別
の
跡
形
を
の
こ
さ
ず
、
真
に
自
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

を
。
玄
沙
師
。
小
塘
老
。
函
蓋
箭
鋒
。
探
竿
影
草
。
潜
縮
や
老
亀
蓮
に
巣
い
、
遊
戯
や
華
鱗
藻
を
弄
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
玄
沙
】
玄
沙
師
備
（
835
〜
908
）
の
こ
と
。
閩
県
（
福
建
省
）
の
人
。
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。
普
応
山
に
庵
し
た
後
、
玄
沙
院
、
安
国
院
に
住
す
。【
小

塘
長
老
】
不
詳
の
人
。
玄
沙
の
会
下
と
も
。【
許
多
】
た
く
さ
ん
。
多
く
の
。【
喧
鬧
】
や
か
ま
し
い
様
子
。【
料
掉
没
交
渉
】
関
わ
り
が
無
い
。
離

れ
て
い
る
。
目
算
や
計
較
で
は
仏
法
を
体
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。【
夜
壑
蔵
舟
】
身
を
か
く
し
て
顕
さ
な
い
こ
と
。『
荘
子
』
の
引

用
。【
折
筯
】
折
れ
た
箸
。【
探
竿
影
草
】
盗
賊
の
用
い
る
探
り
棒
と
蓑
。【
華
鱗
】
鯉
の
こ
と
。
ま
た
、
魚
を
ほ
め
た
言
葉
。
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釈
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雲
門
が
初
め
に
、
香
厳
撃
竹
の
話
と
霊
雲
桃
華
の
話
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、

声
境
を
通
じ
て
悟
り
に
至
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
色
境
を
通
じ
て
悟
り
に
至
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
悟
り
へ

の
執
着
を
脱
し
た
久
参
修
持
の
功
で
あ
り
、
分
別
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
点
で

あ
る
。
観
世
音
菩
薩
で
あ
っ
て
も
、
お
金
を
払
っ
て
我
が
物
と
し
た
と
い
う

分
別
に
滞
れ
ば
、
胡
餅
を
買
っ
た
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
饅
頭
で
あ
っ
た
と

い
う
錯
誤
に
陥
る
。
心
に
捉
わ
れ
や
分
別
が
は
た
ら
い
て
い
て
は
、
悟
道
は

困
難
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
門
文
偃
が
い
い
ま
し
た
。
香

厳
智
閑
は
、
竹
の
音
を
聞
い
て
悟
り
に
至
り
ま
し
た
。
霊
雲

志
勤
は
、
桃
の
花
の
色
を
見
て
悟
り
に
至
り
ま
し
た
。
観
世

音
菩
薩
が
お
金
を
持
っ
て
胡
餅
を
買
い
ま
し
た
。
胡
餅
を

も
っ
て
い
る
手
の
中
を
み
た
ら
そ
れ
は
饅
頭
で
し
た
。

第
八
十
二
則
　
雲
門
声
色

【
本
則
】 

擧
。
雲
門
云
。
聞
聲
悟
道
。
見
色
明
心
。
觀
世
音
菩
薩
。
將
錢
買
胡
餅
。
放
下
手
却
是
饅
頭
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雲
門
云
く
。
聞
声
悟
道
。
見
色
明
心
。
観
世
音
菩
薩
、
銭
を
将
っ
て
胡
餅
を
買
う
。
手
を
放
下
す
れ
ば
却
っ
て
是
れ
饅
頭
。

【
頌
】 

頌
曰
。
出
門
躍
馬
掃
攙
搶
。
萬
國
煙
塵
自
肅
清
。
十
二
處
亡
閑
影
響
。
三
千
界
放
淨
光
明
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
門
を
出
て
馬
を
躍
ら
し
て
攙
搶
を
掃
う
。
万
国
の
煙
塵
自
ら
粛
清
。
十
二
処
に
閑
影
響
な
く
、
三
千
界
に
浄
光
明
を
放

つ
。
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﹇
釈
意
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雲
門
が
説
い
た
の
は
、
心
に
湧
き
起
こ
っ
て
止
む
こ
と
の
無
い
分
別
を
彗
星

に
喩
え
、
修
行
は
そ
れ
を
掃
う
こ
と
に
譬
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
行
の
基

本
で
あ
り
、
油
断
す
れ
ば
直
ぐ
に
迷
妄
に
陥
る
と
い
う
。
対
象
を
捉
え
て
認

識
す
る
こ
と
に
迷
い
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
好
悪
な
ど
の
分
別
が
加
わ
る

こ
と
で
真
実
を
会
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
将
軍
が
馬
を
躍
ら
し
て

城
門
を
出
て
、
真
っ
直
ぐ
突
き
進
ん
で
国
中
の
敵
を
一
掃
し

た
の
で
平
和
が
お
と
ず
れ
ま
し
た
。
目
前
の
対
象
に
心
を
奪

わ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
三
千
大
千
世
界
は
仏
の
世

界
そ
の
も
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
嘉
興
（
浙
江
省
）
の
人
。
一
七
歳
の
頃
出
家
。
睦
州
道
蹤
に
参
じ
た
後
、
雪
峰
義
存
に
参
じ
て
法
を
嗣

ぐ
。【
聞
声
悟
道
見
色
明
心
】「
聞
声
悟
道
」
は
、
外
界
の
声
境
を
通
じ
て
自
己
の
本
心
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。
香
厳
智
閑
（
？
〜
898
）
の
故
事

に
由
来
す
る
。「
見
色
明
心
」
は
、
も
の
を
見
て
自
己
本
具
の
心
性
を
さ
と
る
こ
と
。
霊
雲
志
勤
（
生
没
年
不
詳
）
の
故
事
に
由
来
す
る
。（
↓
『
碧

巌
録
』
七
八
）【
胡
餅
】
小
麦
粉
の
お
焼
き
・
煎
餅
の
類
。（
↓
七
八
則
）【
攙
搶
】
彗
星
。【
十
二
処
】
認
識
の
主
観
的
能
力
と
し
て
の
六
根
（
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
と
、
客
観
的
対
象
と
し
て
の
六
境
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）
の
こ
と
。【
三
千
界
】
三
千
大
千
世
界
の
こ
と
。

第
八
十
三
則
　
道
吾
看
病

【
本
則
】 

舉
。
潙
山
問
道
吾
。
甚
麼
處
來
。
吾
云
。
看
病
來
。
山
云
。
有
幾
人
病
。
吾
云
。
有
病
者
不
病
者
。
山
云
。
不
病
者
莫
是
智

頭
陀
麼
。
吾
云
。
病
與
不
病
。
總
不
干
他
事
。
速
道
速
道
。
山
云
。
道
得
也
沒
交
涉
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
潙
山 

道
吾
に
問
う
。
甚
麼
の
処
よ
り
来
る
や
。
吾
云
く
、
看
病
し
来
る
。
山
云
く
、
幾
人
有
っ
て
病
む
や
。
吾
云
く
、
病

者
と
不
病
者
有
り
。
山
云
く
、
不
病
者
は
是
れ
智
頭
陀
な
る
こ
と
莫
し
や
。
吾
云
く
、
病
と
不
病
と
す
べ
て
に
他
の
事
に
干
ら
ず
。

速
や
か
に
道
え
、
速
や
か
に
道
え
。
山
云
く
、
道
い
得
る
も
也
た
没
交
渉
。
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何
処
か
ら
来
た
の
か
と
い
う
質
問
は
禅
問
答
で
は
単
な
る
挨
拶
で
は
な
く
、

根
本
を
問
う
こ
と
が
多
い
。
道
吾
は
場
所
を
聞
か
れ
て
も
何
を
し
て
い
た
か

を
返
答
し
、
病
人
の
数
を
聞
か
れ
て
も
病
の
者
と
そ
う
で
な
い
者
が
い
る
と

答
え
た
。
こ
れ
に
は
潙
山
の
問
い
の
意
図
を
見
抜
い
た
道
吾
の
応
対
が
伺
え

る
。
そ
こ
で
潙
山
は
、
不
病
（
悟
境
）
と
い
う
分
別
が
君
に
残
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
道
吾
は
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
迷
悟
の
分
別
に

滞
る
こ
と
な
く
、
本
質
を
既
に
掴
ん
で
い
る
と
境
地
を
披
瀝
し
、
逆
に
滞
り

が
あ
る
の
は
潙
山
で
は
な
い
の
か
と
問
い
詰
め
た
。
そ
こ
で
潙
山
は
、
こ
と

ば
で
悟
境
を
表
す
こ
と
は
誤
り
に
陥
る
と
答
え
て
、
道
吾
の
応
対
を
認
め

た
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
潙
山
霊
祐
が
道
吾
円
智
に
尋
ね

ま
し
た
。「
何
処
か
ら
来
た
の
で
す
か
」
と
。
道
吾
は
「
看

病
し
て
き
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
潙
山
は
「
ど
れ
ほ
ど

の
人
が
病
ん
で
い
た
の
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と

道
吾
が
答
え
ま
し
た
。「
病
気
の
者
も
病
気
で
は
な
い
者
も

い
ま
し
た
」
と
。
潙
山
は
「
病
気
で
な
い
者
は
円
智
和
尚
、

あ
な
た
で
は
な
い
の
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
道
吾
は

「
衲
は
病
で
も
不
病
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
尋
ね

る
理
由
を
速
く
答
え
て
下
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
潙
山
が

答
え
ま
し
た
。「
そ
れ
を
言
っ
た
と
し
て
も
、
病
・
不
病
と

は
無
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
妙
藥
何
曾
過
口
。
神
醫
莫
能
捉
手
。
若
存
也
渠
本
非
無
。
至
虛
也
渠
本
非
有
。
不
滅
而
生
。
不
亡
而
壽
。
全
超
威
音

之
前
。
獨
步
劫
空
之
後
。
成
平
也
天
蓋
地
擎
。
運
轉
也
烏
飛
兔
走
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
妙
薬
何
ぞ
曾
て
口
に
過
さ
ん
。
神
医
も
能
く
手
を
捉
る
こ
と
莫
し
。
若
存
や 

渠
本
無
に
非
ず
。
至
虚
や 

渠
本
有
に
非

ず
。
滅
せ
ず
し
て
生
じ 

亡
ぜ
ず
し
て
寿
し
。
全
く
威
音
の
前
を
超
え 

独
り
劫
空
の
後
を
歩
む
。
成
平
や 

天
は
蓋
い
地
は
擎
ぐ
。

運
転
や 

烏
飛
び
兔
走
る
。
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﹇
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本
則
は
病
・
不
病
を
主
題
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
頌
で
は
そ
の
よ
う

な
二
見
、
分
別
を
越
え
た
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
道
吾
も
潙
山
も
共
に
分
別
に
渉
ら
な
い
境
地
に
達
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
こ
の
二
人
の
よ
う
な
達
道
の
人
々
は
苦
に
動
じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

薬
の
効
能
や
医
者
の
腕
に
つ
い
て
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
が
観

て
い
る
も
の
は
病
や
健
康
と
い
う
表
面
的
な
現
象
で
は
な
く
、
自
己
の
本
源

と
い
え
る
仏
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
眼
に
見
え
る
よ
う
な
実
体
と
し
て
は
捉
え

ら
れ
な
い
が
、
こ
の
世
界
に
普
遍
的
に
存
在
し
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
綿
々

と
続
い
て
い
く
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
病
・
不
病
か
ら
解
き
放

た
れ
た
人
は
、
良
薬
を
口
に
す
る
必
要
も
な
く
、
名
医
の
世

話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
た
と
え
目
に
見
え

な
く
て
も
存
在
し
て
い
る
の
で
無
で
は
な
く
、
し
か
し
、
存

在
し
て
い
て
も
根
源
的
有
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
消
滅

し
な
い
で
偏
在
し
、
不
滅
で
あ
る
か
ら
こ
れ
か
ら
先
も
続
い

て
い
く
で
し
ょ
う
。
最
初
の
仏
が
現
れ
る
よ
り
前
に
あ
ら
わ

れ
、
こ
の
世
界
が
消
滅
し
て
か
ら
も
続
い
て
ゆ
き
ま
す
。
そ

れ
は
空
が
世
界
の
全
て
を
覆
い
、
大
地
が
生
け
る
も
の
を
余

す
こ
と
な
く
支
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。ま
た
、太
陽
と

月
が
天
空
を
運
行
す
る
よ
う
に
真
実
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
潙
山
】
潙
山
霊
祐
（
771
〜
853
）、
第
十
五
則
を
参
照
。
百
丈
懐
海
の
法
嗣
。【
道
吾
】
道
吾
円
智
（
769
〜
835
）、
第
二
十
一
則
参
照
。
薬
山
惟
儼
の
法

嗣
。【
智
頭
陀
】
智
は
道
吾
円
智
を
指
す
。
頭
陀
は
乞
食
を
行
じ
る
修
行
者
か
ら
転
じ
て
僧
侶
の
こ
と
。【
沒
交
涉
】
何
の
関
わ
り
も
な
い
こ
と
、
ま

た
互
い
が
そ
む
い
て
応
じ
な
い
こ
と
。【
渠
】
そ
れ
、
本
来
の
面
目
、
仏
性
の
こ
と
。【
威
音
】
法
華
経
に
説
か
れ
る
最
初
に
顕
れ
た
仏
。
無
量
無
辺

の
最
遠
に
た
と
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
父
母
未
生
以
前
の
面
目
も
指
し
、
そ
の
場
合
は
仏
性
を
指
す
。【
擎
】
持
ち
上
げ
る
、
さ
さ
げ
る
、
差
し
出
す

の
意
。
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倶
胝
が
立
て
た
一
指
に
は
眼
前
に
は
、
こ
の
世
界
の
す
べ
て
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
内
も
な
く
外
も
な
く
、
一
切
の
二
元
論
的

対
立
を
超
越
し
て
一
つ
と
な
っ
た
姿
と
い
え
る
。
倶
胝
は
そ
う
し
た
仏
教
の

極
意
を
こ
と
ば
や
理
屈
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
た
っ
た
一
本
の
指
で
体
現
し

て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
倶
胝
和
尚
は
尋
ね
ら
れ
た
時
は

い
つ
で
も
一
本
の
指
を
立
て
て
応
じ
ま
し
た
。

第
八
十
四
則
　
倶
胝
一
指

【
本
則
】 

擧
。
倶
胝
和
尚
凡
有
所
問
只
竪
一
指
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
倶
胝
和
尚 

凡
そ
所
問
有
ら
ば
只
だ
一
指
を
竪
つ
。

【
頌
】 

頌
曰
。
倶
胝
老
子
指
頭
禪
。
三
十
年
來
用
不
殘
。
信
有
道
人
方
外
術
。
了
無
俗
物
眼
前
看
。
所
得
甚
簡
施
設
彌
寛
。
大
千
刹

海
飮
毛
端
。
鱗
龍
無
限
落
誰
手
。
珍
重
任
公
把
釣
竿
。
師
復
竪
起
一
指
云
看
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
倶
胝
老
子 

指
頭
の
禅
。
三
十
年
来
用
い
て
残
さ
ず
。
信
に
道
人
方
外
の
術
有
り
。
了
に
俗
物
眼
前
に
看
る
こ
と
無

し
。
所
得
甚
だ
簡
に
し
て
施
設
弥
寛
し
。
大
千
刹
海
を
毛
端
に
飲
む
。
鱗
龍
無
限
に
し
て
誰
が
手
に
落
ち
ん
。
珍
重
す 

任
公
の
釣

竿
を
把
る
こ
と
を
。
師 

復
一
指
を
竪
起
し
て
云
く 

看
よ
。
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﹇
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倶
胝
は
臨
終
の
際
に
「
三
十
年
の
間
、
一
指
の
禅
を
使
い
切
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
言
い
遺
し
た
と
い
う
。
宏
智
は
こ
の
言
葉
を
頌
の
冒
頭
に
引

用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
化
の
方
法
を
宏
智
は
高
く
評
価
し
、
真
摯
な
修

行
を
不
断
に
実
践
す
る
も
の
に
は
有
効
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
世
俗
の
人

か
ら
見
れ
ば
た
か
が
一
本
の
指
で
も
、
見
る
も
の
が
見
れ
ば
そ
の
中
に
大
海

が
広
が
る
よ
う
だ
と
い
う
。
大
魚
を
釣
り
上
げ
た
と
い
う
任
公
子
に
倶
胝
を

な
ぞ
ら
え
、
彼
の
釣
り
あ
げ
た
龍
魚
の
鱗
が
無
限
で
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
の

誰
も
が
悟
る
素
養
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
倶
胝
和
尚
の
指
を
立
て

る
禅
は
、
和
尚
が
三
十
年
の
間
使
っ
て
も
、
使
い
尽
く
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
実
に
常
人
の
域
を
超
え

た
方
法
で
す
。
そ
の
た
め
真
実
を
求
め
る
こ
と
の
な
い
凡
夫

の
目
に
映
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
所
作
は
と
て
も
簡

素
で
す
が
、
修
行
者
を
教
化
す
る
方
途
と
し
て
無
限
の
力
を

備
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
大
海
を
一
本
の
毛
の
先

端
に
収
め
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
無
限
に
存
在
す
る

と
い
う
龍
の
鱗
は
誰
の
手
に
落
ち
た
で
し
ょ
う
か
。
任
公
が

釣
り
竿
を
手
に
取
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
同
じ

よ
う
に
覚
和
尚
が
優
れ
た
修
行
者
を
釣
り
上
げ
る
べ
く
、
ま

た
一
指
を
立
て
て
い
い
ま
す
。「
さ
あ
見
な
さ
い
」
と
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
倶
胝
】（
生
没
年
不
詳
）
南
岳
門
下
の
僧
。
尼
僧
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
遍
歴
の
旅
に
出
る
。
大
梅
法
常
の
法
嗣
の
天
龍
和
尚

に
参
じ
た
時
、
指
を
立
て
ら
れ
た
の
を
見
て
開
悟
し
た
。【
用
不
残
】
残
は
尽
と
同
義
。
用
い
尽
く
さ
な
い
こ
と
。【
施
設
】
先
を
見
越
し
て
作
っ
て

お
く
こ
と
で
、
禅
宗
で
は
修
行
僧
を
導
く
た
め
に
設
け
る
様
々
な
方
法
や
手
段
の
こ
と
を
言
う
。【
任
公
】
先
秦
の
人
、
任
公
子
は
巨
大
な
釣
り
針

と
糸
を
用
意
し
、
こ
れ
に
五
十
匹
の
牛
を
餌
に
つ
け
東
海
に
竿
を
垂
れ
、
や
が
て
巨
大
魚
を
釣
り
上
げ
た
と
い
う
（『
荘
子
』
外
物
篇
）。
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歴
史
上
で
は
、
粛
宗
帝
は
慧
忠
よ
り
先
に
没
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
粛
宗

帝
と
あ
る
の
は
子
の
代
宗
帝
（
七
二
六
〜
七
七
九
、
在
位
・
七
六
二
〜
七
七

九
）
の
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
慧
忠
の
示
寂
直
前
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
帝
は
百
年
後
と
い
う
こ
と
ば
で
、
時
間
を
超
え
て
「
真
に
必
要
な

も
の
」
は
何
で
あ
る
か
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
慧
忠
は
無
縫
塔
を

建
て
る
と
い
う
表
現
で
、
真
の
自
己
の
確
立
を
示
し
た
。
師
を
尊
敬
す
る
帝

は
言
葉
通
り
に
受
け
取
り
、
真
意
を
会
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
と

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
粛
宗
帝
が
南
陽
国
師
に
問
い
ま

し
た
。「
百
年
後
に
必
要
な
も
の
が
何
か
あ
り
ま
す
か
」

と
。
国
師
は
言
い
ま
し
た
。「
こ
の
老
僧
の
た
め
に
墓
塔
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」。
皇
帝
は
言
い
ま
し
た
。「
師
よ
、
ど
の

よ
う
な
形
が
よ
い
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」。
国
師
は
し

ば
ら
く
の
間
、
黙
っ
て
い
た
後
に
言
い
ま
し
た
。「
解
り
ま

し
た
か
」
と
。
皇
帝
は
言
い
ま
し
た
「
解
り
ま
せ
ん
」。
国

第
八
十
五
則
　
国
師
塔
様

【
本
則
】 

擧
。
粛
宗
帝
問
忠
國
師
。
百
年
後
所
須
何
物
。
國
師
云
。
與
老
僧
作
箇
無
縫
塔
。
帝
曰
。
請
師
塔
様
。
國
師
良
久
云
。
祖

麽
。
帝
曰
。
不
會
。
國
師
云
。
吾
有
付
法
弟
子
耽
源
却
諳
此
事
。
後
帝
詔
耽
源
問
此
意
如
何
。
源
云
。
湘
之
南
譚
之
北
。
中

有
黄
金
充
一
國
。
無
影
樹
下
合
同
舡
。
瑠
璃
殿
上
無
知
識
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
粛
宗
帝 
忠
国
師
に
問
う
。
百
年
の
後
須
う
る
所
は
何
物
ぞ
。
国
師
云
く
、
老
僧
が
与
に
箇
の
無
縫
塔
を
作
れ
。
帝
曰
く
、

請
う
師 

塔
様
。
国
師
良
久
し
て
云
く
、
会
す
や
。
帝
曰
く
。
不
会
。
国
師
云
く
、
吾
に
付
法
の
弟
子
耽
源
有
り 

却
っ
て
此
事
を
諳

ず
。
後
に
帝 

耽
源
に
詔
し
て
此
意
如
何
と
問
う
。
源
云
く 

湘
の
南 

譚
の
北
。
中
に
黄
金
有
り
て
一
国
に
充
つ
。
無
影
樹
下
の
合

同
舡
。
瑠
璃
殿
上
に
智
識
無
し
、
と
。



宏
智
禅
師
頌
古
百
則
の
研
究
（
四
）（
佐
藤
）

81─　   ─

に
捉
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
あ
え
て
慧
忠
は
弟
子
の
耽
源
に
任
せ

た
。
耽
源
は
慧
忠
の
意
図
を
理
解
し
て
、
仏
性
は
こ
の
世
界
に
満
ち
て
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
自
ら
会
得
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
る
、
と
い
う
意

味
の
偈
を
述
べ
た
。
こ
の
世
界
が
仏
の
世
界
で
あ
り
仏
法
の
な
い
と
こ
ろ
は

な
い
の
だ
と
、
耽
源
は
師
と
は
異
な
る
表
現
を
し
た
の
で
あ
る
。
耽
源
は
慧

忠
の
法
を
正
し
く
嗣
い
で
お
り
、
師
の
物
ま
ね
で
は
な
く
、
家
風
を
確
立
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

師
は
言
い
ま
し
た
。「
衲
の
弟
子
に
耽
源
と
い
う
者
が
お
り

ま
す
。
衲
よ
り
よ
く
こ
の
こ
と
を
解
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い

い
ま
し
た
。
慧
忠
の
死
後
、
皇
帝
は
耽
源
を
召
し
出
し
て
、

ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
の
か
と
問
い
ま
し
た
。
耽
源
は

言
い
ま
し
た
。「
ど
こ
も
か
し
こ
も
、
こ
の
世
界
す
べ
て
に

黄
金
が
満
ち
み
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
は
対
立
の
な
い
仏

の
教
え
と
い
う
舟
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
す
べ

て
が
仏
の
世
界
で
、
誰
も
が
仏
な
の
で
す
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
孤
迥
迥
。
圓
陀
陀
。
眼
力
盡
處
高
峩
峩
。
月
落
潭
空
夜
色
重
。
雲
收
山
痩
秋
容
多
。
八
卦
位
正
。
五
行
氣
和
。
身
先

在
裏
見
來
麽
。
南
陽
父
子
兮
却
似
知
有
。
西
竺
佛
祖
兮
無
如
奈
何
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
孤
迥
迥
。
円
陀
陀
。
眼
力
尽
き
る
処
高
く
し
て
峩
峩
た
り
。
月
落
ち
潭
空
う
し
て
夜
色
重
し
。
雲
收
り
山 

痩
せ
て
秋

容
多
し
。
八
卦 

位
正
し
く 

五
行
気
和
す
。
身 
先
ず
裏
に
在
り
見
来
る
や
。
南
陽
父
子
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
に
似
た
り
。
西

竺
の
仏
祖
も
如
奈
何
と
も
す
る
無
し
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
実
に
広
大
で
深
遠
で

す
。
真
円
で
完
全
無
欠
で
す
。
頂
上
が
眼
に
見
え
な
い
く
ら

い
高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
月
が
沈
み
、
川
面
に
光
が

﹇
釈
意
﹈

慧
忠
の
境
地
は
完
全
円
満
の
一
円
相
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
代
宗
帝

の
よ
う
に
分
別
を
以
て
そ
れ
を
見
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
姿
は
は
る
か
高

く
そ
び
え
る
山
の
よ
う
で
、
全
く
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
円
満
な
仏
性
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は
誰
も
が
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
慧
忠
と
耽
源
の
師
嗣
に
は
そ
の
こ
と

が
よ
く
解
っ
て
い
る
の
で
、
仏
祖
で
さ
え
も
何
も
口
を
挟
む
余
地
が
無
い
の

で
あ
る
。

な
く
な
っ
て
、
夜
の
景
色
は
真
っ
暗
闇
に
な
り
ま
し
た
。
雲

が
な
く
な
り
山
容
が
現
れ
て
秋
の
静
か
な
景
色
が
目
の
前
に

あ
り
ま
す
。
八
卦
（
乾
・
坤
・
震
・
巽
・
坎
・
離
・
艮
・

兌
）
の
各
位
は
正
し
く
並
び
、
五
行
（
木
・
火
・
土
・
金
・

水
）
の
す
べ
て
が
整
っ
て
い
ま
す
。
慧
忠
国
師
の
姿
が
そ
こ

に
現
れ
て
い
ま
す
。
慧
忠
と
耽
源
の
師
嗣
は
真
実
を
見
抜
い

て
い
ま
す
。
た
と
え
天
竺
、
震
旦
の
優
れ
た
祖
師
方
も
、
こ

の
二
人
に
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
粛
宗
帝
】
唐
の
第
七
代
皇
帝
（
711
〜
763
、
在
位
・
756
〜
762
）。
玄
宗
の
第
三
子
。
安
史
の
乱
の
最
中
に
即
位
し
た
が
、
乱
を
鎮
定
し
き
れ
ず
、
戦
禍

の
う
ち
に
治
世
を
終
え
た
。【
忠
国
師
】
南
陽
慧
忠
（
？
〜
775
）。
俗
姓
は
冉
氏
。
六
祖
慧
能
の
法
嗣
。
慧
能
門
下
の
五
大
宗
匠
の
一
人
に
数
え
ら
れ

る
。
粛
宗
と
子
の
代
宗
の
二
代
に
わ
た
っ
て
帰
依
を
受
け
、
大
証
国
師
と
諡
さ
れ
た
。【
百
年
後
】
没
後
。
死
後
。【
無
縫
塔
】
卵
塔
と
も
。
四
角
ま

た
は
八
角
形
の
台
座
の
上
に
卵
形
の
塔
見
を
載
せ
た
石
塔
で
、
主
に
禅
僧
の
墓
に
用
い
ら
れ
る
。【
耽
源
】
法
号
は
応
真
と
も
真
応
と
も
さ
れ
る
。

生
没
年
不
詳
。
慧
忠
の
侍
者
を
務
め
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。【
湘
之
南
譚
之
北
】（『
碧
巌
録
』「
第
十
八
則
」）「
ど
こ
も
か

し
こ
も
」
の
意
。【
無
影
樹
下
合
同
舡
】
影
の
無
い
樹
は
あ
り
え
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
の
の
実
体
の
無
い
こ
と
、
幻
の
ご
と
き
存
在
性
を
示

し
て
お
り
、
そ
の
も
と
で
は
い
か
な
る
身
分
の
違
い
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
。【
孤
迥
迥
】
は
る
か
に
離
れ
て
孤
立
す
る
さ
ま
。
広
大
で
深
遠

な
さ
ま
。【
円
陀
陀
】
丸
く
て
佳
麗
な
珠
の
如
き
様
子
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
臨
済
義
玄
が
黄
檗
希
運
に
質
問

し
ま
し
た
。「
仏
法
の
最
も
大
切
な
と
こ
ろ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
」
と
。
す
る
と
黄
檗
は
臨
済
を
打
ち
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
が
三
度
あ
り
、
臨
済
は
黄
檗
の
下
を
去
っ
て
、
高
安

大
愚
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
大
愚
は
質
問
し
ま
し
た
。

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
。
臨
済
は
言
い
ま
し
た
。「
黄
檗

か
ら
来
ま
し
た
」
と
。
大
愚
は
言
い
ま
し
た
。「
黄
檗
は
ど

第
八
十
六
則
　
臨
済
大
悟

【
本
則
】 

擧
。
臨
濟
問
黄
檗
。
如
何
是
佛
法
的
的
大
意
。
檗
便
打
。
如
是
三
度
乃
辭
檗
。
見
大
愚
。
愚
問
。
甚
麼
處
來
。
濟
云
。
黄
檗

來
。
愚
云
。
黄
檗
有
何
言
句
。
濟
云
。
某
甲
三
問
佛
法
的
的
大
意
。
三
度
喫
棒
。
不
知
有
過
無
過
。
愚
云
。
黄
檗
恁
麼
老
婆

爲
爾
得
徹
困
。
更
來
問
有
過
無
過
。
濟
於
言
下
大
悟
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
臨
済 

黄
檗
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
仏
法
的
的
の
大
意
。
檗
便
ち
打
つ
。
是
の
如
き
こ
と
三
度 

乃
ち
檗
を
辞
し 

大
愚

に
見
ゆ
。
愚 

問
う
。
甚
麼
の
処
よ
り
来
る
や
。
済
云
く
、
黄
檗
よ
り
来
る
。
愚
云
く
、
黄
檗
何
の
言
句
か
有
り
し
や
。
済
云
く
、

某
甲
三
た
び
仏
法
的
的
の
大
意
を
問
う
て
、
三
た
び
棒
を
喫
す
。
知
ら
ず
過
有
り
や
無
し
や
。
愚
云
く
、
黄
檗 

恁
麼
に
老
婆 

爾
が

為
に
徹
困
な
る
を
得
た
り
。
更
に
来
っ
て
有
過
無
過
を
問
う
。
済 

言
下
に
大
悟
す
。

﹇
釈
意
﹈

臨
済
義
玄
が
師
で
あ
る
黄
檗
希
運
に
対
し
て
、
仏
法
の
本
義
に
つ
い
て
尋
ね

た
。
し
か
し
、
黄
檗
は
一
言
も
喋
ら
ず
、
臨
済
を
棒
で
打
つ
こ
と
を
三
回
繰

り
返
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
仏
と
は
自
分
自
身
で
あ
る
と
識
れ
、
の
意
で
あ

る
が
、
こ
の
時
の
臨
済
に
は
会
得
で
き
な
か
っ
た
。
機
縁
が
熟
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
臨
済
は
黄
檗
に
指
示
を
得
て
高
安
大
愚
に
会
い
に
行

き
、
黄
檗
が
ど
の
よ
う
な
教
え
を
示
し
た
の
か
問
わ
れ
る
。
臨
済
は
黄
檗
の

行
動
の
意
図
を
理
解
で
き
ず
、
思
わ
ず
大
愚
に
愚
痴
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
臨
済
は
九
つ
の
徳
を
兼

ね
備
え
た
鳳
雛
の
よ
う
で
あ
り
、
一
日
千
里
を
走
る
駿
馬
の

よ
う
で
す
。
南
風
は
笛
の
中
を
通
っ
て
妙
音
を
響
か
せ
、
霊

妙
な
働
き
は
細
か
く
入
り
組
ん
だ
か
ら
く
り
を
開
き
ま
す
。

聞
い
た
大
愚
は
、「
黄
檗
の
丁
寧
な
指
導
に
も
気
付
か
ず
、
自
己
に
執
着
し

て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
臨
済
は
、
自
己
へ
の
こ
だ
わ
り
が
悟
道

へ
の
障
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、
達
悟
に
至
る
の
で
あ
る
。

ん
な
教
え
を
君
に
示
し
た
の
か
」
と
。
臨
済
は
言
い
ま
し

た
。「
衲
は
三
度
仏
法
の
最
要
を
質
問
し
て
、
三
度
棒
で
叩

か
れ
ま
し
た
。
何
か
過
ち
が
有
っ
た
の
か
無
か
っ
た
の
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
。
大
愚
は
言
い
ま
し
た
。「
黄
檗
は
君

の
た
め
に
、
ま
る
で
孫
に
対
す
る
老
婆
の
よ
う
に
徹
底
し
て

親
切
だ
。
そ
れ
な
の
に
君
は
ま
だ
、
過
ち
の
有
る
無
し
に
こ

だ
わ
り
、
迷
っ
て
い
る
」
と
。
大
愚
が
言
い
終
わ
る
と
、
す

ぐ
に
臨
済
は
大
い
に
悟
っ
た
の
で
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
九
包
之
鶵
。
千
里
之
駒
。
眞
風
度
籥
。
靈
機
發
樞
。
劈
面
來
時
飛
電
急
。
迷
雲
破
處
太
陽
孤
。
捋
虎
鬚
。
見
也
無
。

箇
是
雄
雄
大
丈
夫
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
九
包
の
雛
。
千
里
の
駒
。
真
風
籥
を
度
し
、
霊
機
枢
を
発
す
。
劈
面
に
来
る
時 

飛
電
急
な
り
。
迷
雲
破
る
処 

太
陽
孤

な
り
。
虎
鬚
を
捋
づ
。
見
る
や
也
無
や
。
箇
は
是
れ
雄
雄
た
る
大
丈
夫
。

﹇
釈
意
﹈

こ
こ
で
は
臨
済
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
鳳
雛
や
駿
馬
を
例
に
述
べ

て
、
今
は
未
熟
な
が
ら
素
質
が
素
晴
ら
し
い
様
に
例
え
て
い
る
。
真
風
は
南

風
の
こ
と
で
、
南
風
が
笛
の
中
を
通
る
様
は
、
大
愚
が
臨
済
を
導
い
て
修
行

を
成
就
さ
せ
た
こ
と
、
霊
妙
な
機
転
が
か
ら
く
り
を
開
け
る
様
は
、
臨
済
の
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迷
い
が
な
く
な
っ
て
悟
り
を
開
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
黄
檗

の
警
策
を
あ
っ
と
い
う
間
に
来
る
稲
光
に
喩
え
、
臨
済
の
迷
い
を
雲
に
喩

え
、
得
悟
を
太
陽
が
輝
く
青
空
と
表
現
し
て
い
る
。
弁
道
の
蓄
積
が
、
優
れ

た
手
腕
の
正
師
に
導
か
れ
れ
ば
、
仏
性
は
一
瞬
に
し
て
表
れ
る
と
い
う
。
黄

檗
と
大
愚
の
指
導
が
卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
虎
の
髭

を
な
で
る
こ
と
は
、
危
険
を
顧
み
ず
に
敵
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
例
え
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
大
愚
下
で
悟
っ
た
後
、
黄
檗
の
も
と
に
帰
り
、
師
を
打
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
仏
と
し
て
師
の
元
か
ら
自
立
し
た
の
で

あ
る
。

真
実
が
正
面
か
ら
来
る
時
は
、
稲
光
の
よ
う
に
あ
っ
と
い
う

間
で
す
。
迷
う
雲
が
破
れ
て
太
陽
が
輝
け
ば
青
空
が
現
れ
ま

す
。
黄
檗
の
元
に
戻
っ
て
一
掌
を
与
え
た
の
は
、
虎
の
髭
を

引
っ
張
る
よ
う
に
危
う
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
を

こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
臨
済
は
ま
さ
し
く

優
れ
た
立
派
な
男
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
臨
済
】
臨
済
義
玄
（
？
〜
867
）
の
こ
と
。
中
国
臨
済
宗
の
開
祖
。
曹
州
南
華
の
人
。【
黄
檗
】
黄
檗
希
運
（
不
詳
）
の
こ
と
。
福
州
の
黄
檗
山
で
出

家
。
百
丈
懐
海
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
玄
旨
を
得
た
。【
大
愚
】（
不
詳
）
唐
代
の
人
。
臨
済
義
玄
を
接
化
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
、
瑞
州
高
安
に
住

し
た
。【
老
婆
】
老
婆
心
の
略
。【
徹
困
】
心
配
す
る
。【
九
包
之
雛
】
九
つ
の
徳
を
兼
ね
備
え
た
鳳
雛
の
こ
と
で
、
霊
利
の
衲
僧
の
例
え
。【
千
里
之

駒
】
一
日
に
千
里
を
走
る
駿
馬
の
こ
と
で
、
後
日
大
人
物
と
な
る
べ
き
逸
材
の
例
え
。【
籥
】
三
孔
の
竹
管
の
楽
器
。【
霊
機
】
霊
妙
な
機
転
の
こ

と
。【
劈
面
】
正
面
か
ら
。
面
と
向
か
っ
て
。【
大
丈
夫
】
男
子
の
美
称
。

第
八
十
七
則
　
疎
山
有
無

【
本
則
】 

擧
。
疎
山
到
潙
山
便
問
。
承
師
有
言
。
有
句
無
句
。
如
藤
倚
樹
。
忽
然
樹
倒
藤
枯
。
句
歸
何
處
。
潙
山
呵
呵
大
笑
。
疎
云
。

某
甲
四
千
里
。
賣
布
單
來
。
和
尚
何
得
相
弄
。
潙
山
喚
侍
者
。
取
錢
還
者
上
座
。
遂
囑
云
。
向
後
有
獨
眼
龍
。
為
子
點
破
去
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「
有
句
（
偏
位
）
と
無
句
（
正
位
）
は 

本
来
の
面
目
に
一
体
と
な
っ
て
巻
き

付
い
て
い
る
藤
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
潙
山
の
言
葉
に
関
し
て
の
問
答

で
あ
る
。
達
悟
し
た
と
き
、
凡
夫
と
し
て
の
自
分
に
内
在
し
て
い
た
煩
悩
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
と
質
問
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
を
聞
い

た
潙
山
は
呵
々
大
笑
す
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
の
姿
も
自
分
以
外
で
は
な
い
と

示
し
た
。
潙
山
は
有
句
（
偏
位
）
と
無
句
（
正
位
）
は
一
体
の
も
の
で
あ

り
、
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
分
別
で
あ
る
と
い
う
。
後
に
疎
山
は
明
昭
徳
謙

の
処
に
行
っ
て
こ
の
問
答
に
つ
い
て
話
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
徳
謙
は
、

「
潙
山
が
言
っ
た
こ
と
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
完
全
無
欠
で
正
し
い
。
し

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
疎
山
が
潙
山
に
到
着
し
て
尋
ね

ま
し
た
。
衲
は
「
有
句
無
句
は
藤
の
樹
に
倚
る
が
如
し
」
と

言
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
突
然
巻

き
付
い
て
い
た
樹
が
倒
れ
た
時
、
樹
に
巻
き
付
い
て
い
た
藤

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
と
。
潙
山
は
呵
呵
大
笑
し
ま

し
た
。
疎
山
は
云
い
ま
し
た
。「
衲
は
反
物
を
売
り
な
が
ら

旅
費
を
作
り
、
は
る
ば
る
四
千
里
も
歩
い
て
や
っ
と
潙
山
に

た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
衲
を
ど
う
し
て
か
ら
か
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
か
」
と
。
潙
山
は
侍
者
を
喚
び
、
こ
の

在
。
後
到
明
昭
舉
前
話
。
昭
云
。
潙
山
可
謂
。
頭
正
尾
正
。
只
是
不
遇
知
音
。
疎
復
問
。
樹
倒
藤
枯
。
句
歸
何
處
。
昭
云
。

更
使
潙
山
笑
轉
新
。
疎
於
言
下
有
省
。
乃
云
。
潙
山
元
來
笑
裡
有
刀
。

﹇
訓
読
﹈ 
挙
す
。
疎
山 

潙
山
に
到
っ
て
便
ち
問
ふ
、
承
た
ま
は
れ
り 

師
言
へ
る
こ
と
あ
り
、
有
句
無
句
は
藤
の
樹
に
倚
る
が
如
し
と
、
忽
然

と
し
て
樹
倒
れ
藤
枯
れ
な
ば
、
句
何
の
処
に
帰
す
や
。
潙
山
呵
呵
大
笑
す
。
疎
山
云
く
、
某
甲
四
千
里
に
布
単
を
売
り
来
た
る
、
和

尚
何
ぞ
相
弄
す
る
こ
と
を
得
た
る
。
潙 

侍
者
を
喚
び 

銭
を
取
っ
て
這
の
上
座
に
還
せ
と
。
遂
に
囑
し
て
云
く
、
向
後
独
眼
龍
あ
っ

て
子
が
為
に
点
破
し
去
る
こ
と
あ
ら
ん
。
後
に
明
昭
に
到
り
て
前
話
を
挙
す
。
昭
云
く
、
潙
山 

頭
正
し
く
尾
正
し
を
謂
ひ
つ
べ

し
。
只
是
れ
知
音
に
遇
は
ず
、
と
。
疎
復
た
問
ふ
、
樹
倒
れ
藤
枯
る
、
句
何
の
処
に
帰
す
る
や
。
昭
云
く
、
更
に
潙
山
を
し
て
笑
い

転
た
新
た
な
ら
し
む
。
疎 
言
下
に
於
て
省
あ
り
。
乃
ち
云
く
、
潙
山
元
来
笑
裏
に
刀
あ
り
。
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か
し
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
を
君
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
だ
け
だ
」
と
言
っ

た
。
明
昭
は
さ
ら
に
、
潙
山
の
教
示
以
外
に
適
切
な
方
法
は
な
い
と
言
い
、

こ
れ
を
聞
い
た
刹
那
に
疎
山
は
潙
山
の
真
意
を
悟
り
、「
潙
山
の
呵
々
大
笑

は
真
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
云
っ
た
の
で
あ
る
。

修
行
僧
に
旅
費
を
渡
し
て
や
り
な
さ
い
と
言
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
疎
山
に
向
か
っ
て
、「
君
は
そ
の
う
ち
片
目
の
偉
い

和
尚
に
出
会
い
、
君
の
眼
を
開
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
予

言
し
ま
し
た
。
後
に
疎
山
は
明
昭
徳
謙
の
処
に
行
っ
て
潙
山

で
の
話
を
し
ま
し
た
。
明
昭
は
云
い
ま
し
た
。
潙
山
が
言
っ

た
こ
と
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
完
全
無
欠
で
正
し
い
の
だ

が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
を
分
か
る
友
人
に
会
わ
な
か
っ
た

の
だ
、
と
。
疎
山
は
ま
た
同
じ
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
突
然

樹
が
倒
れ
た
時
、
巻
き
付
い
て
い
た
藤
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
、
と
。
明
昭
は
云
い
ま
し
た
。「
衲
も
別
に
説
き

よ
う
は
な
い
。
も
う
一
度
潙
山
に
大
笑
い
し
て
も
ら
う
し
か

な
い
で
し
ょ
う
」
と
。
こ
れ
を
聞
い
て
疎
山
は
悟
り
、
潙
山

の
呵
々
大
笑
に
は
元
来
活
殺
自
在
の
力
が
あ
る
、
と
い
い
ま

し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
藤
枯
樹
倒
問
潙
山
。
大
笑
呵
呵
豈
等
閑
。
笑
裡
有
刀
窺
得
破
。
言
思
無
路
絕
機
關
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
藤
枯
れ
樹
倒
れ
て
潙
山
に
問
ふ
。
大
笑
呵
呵 
豈
に
等
閑
な
ら
ん
や
。
笑
裏
に
刀
あ
り 

窺
得
を
破
す
、
言
思 

路
な
く

し
て
機
関
を
絶
す
。
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疎
山
は
、
仏
と
し
て
の
自
己
と
、
凡
夫
と
し
て
の
自
己
が
あ
る
と
想
定
し
、

悟
道
に
は
煩
悩
の
淘
汰
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
潙
山
は
、
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
自
分
で
あ
る
こ
と
を
大
笑
い
で
示
す
が
、
疎
山
は
得

悟
に
い
た
ら
ず
、
明
昭
徳
謙
に
導
か
れ
て
開
悟
す
る
。
潙
山
の
大
笑
い
に

は
、
藤
も
大
樹
も
共
に
切
り
倒
し
て
し
ま
う
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。疎
山
は
潙
山
に「
突
然
樹

が
倒
れ
た
時
、
樹
に
巻
き
付
い
て
い
た
藤
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
」と
聞
き
ま
し
た
が
、潙
山
は
呵
々
大
笑
し
た
だ
け

で
し
た
。
潙
山
の
呵
々
大
笑
は
お
ざ
な
り
な
も
の
で
は
な
く
、

一
番
適
切
な
回
答
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
大
笑
い
の
裏
に

は
分
別
妄
想
を
断
絶
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
や
思
慮
で

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
も
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
疎
山
】
匡
仁
（
837
〜
909
）
の
こ
と
。
盧
陵
（
江
西
省
）
の
人
。
洞
山
了
价
の
法
嗣
。【
藤
枯
れ
】
煩
悩
が
消
滅
す
る
喩
え
【
樹
】
真
の
自
己
。
仏

性
。【
潙
山
】
潙
山
霊
祐
（
771
〜
853
）、
第
十
五
・
八
十
三
則
を
参
照
。
百
丈
懐
海
の
法
嗣
。【
等
閑
】
な
お
ざ
り
。【
呵
呵
】
笑
う
様
子
。【
窺
得

破
】
気
づ
く
こ
と
。【
笑
裏
刀
】
笑
い
の
裏
に
は
分
別
妄
想
を
切
断
す
る
力
が
あ
る
。【
言
思
路
無
く
し
て
機
関
を
絶
す
】
言
葉
や
思
慮
で
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
て
、
分
別
で
は
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
、
の
意
。

第
八
十
八
則
　
楞
厳
不
見

【
本
則
】 

舉
。
楞
嚴
經
云
。
吾
不
見
時
。
何
不
見
吾
不
見
之
處
。
若
見
不
見
。
自
然
非
彼
不
見
之
相
。
若
不
見
吾
不
見
之
地
。
自
然
非

物
。
云
何
非
汝
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
楞
厳
経
に
云
く
、
吾
が
不
見
の
時 

何
ぞ
吾
が
不
見
の
処
を
見
ざ
る
。
若
し
不
見
を
見
る
と
い
は
ば 

自
然
に
彼
の
不
見
の
相

に
非
ず
。
若
し
吾
が
不
見
の
地
を
見
ず
ん
ば
、
自
然
に
物
に
非
ず
。
云
何
ぞ
汝
に
非
ざ
ら
ん
。
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『
首
楞
厳
経
』は
ブ
ッ
ダ
と
阿
難
の
対
話
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、引

用
さ
れ
た
『
首
楞
厳
経
』
の
文
章
は
一
部
が
省
略
さ
れ
た
不
完
全
な
文
節
で

あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
第
二
巻
の
経
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。「
も
し
見
こ
れ

物
な
ら
ば
、
即
ち
汝
、
吾
が
不
見
を
見
る
べ
し
。
も
し
同
じ
く
見
る
を
ば
名

づ
け
て
吾
を
見
る
と
せ
ん
な
ら
、
吾
が
不
見
の
時
、
何
ぞ
吾
が
不
見
の
処
を

見
ざ
る
。
も
し
不
見
を
見
ば
、
自
然
に
彼
の
不
見
の
相
に
非
ず
。
も
し
吾
が

不
見
の
処
を
見
ず
ん
ば
、自
然
に
物
に
非
ず
。い
か
ん
が
汝
に
あ
ら
ざ
ら
ん
」

こ
の
則
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
我
々
に
と
っ
て
「
今
」
と
云
う
時
を
ど
の

よ
う
に
認
識
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
の
点
に
あ
る
。
見
た
と
い
え
ば
過
去
の
出

来
事
で
あ
り
、
未
だ
見
て
い
な
い
と
い
え
ば
未
来
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
何

処
に
「
今
」が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
主
客
未
分
の
「
今
」
に
こ
そ
、

我
々
の
本
性
（
本
来
の
面
目
）
の
働
き
や
作
用
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
未

分
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
迷
に
も
悟
に
も
属
さ
な
い
真
実
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。『
首
楞
厳
経
』
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
見
る
と
い
う
こ
と
が
客
観
的
な
行

為
で
あ
る
な
ら
ば
、
衲
が
見
な
い
と
い
う
こ
と
（
不
見
）
も

客
観
的
行
為
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
し
か

し
、
衲
が
見
な
い
時
（
不
見
）
に
は
、
そ
れ
は
見
え
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
衲
が
見
な
い
こ
と
（
不
見
）
が
見
え
な
い
の

で
し
ょ
う
。
も
し
、
衲
の
不
見
の
と
こ
ろ
が
君
に
見
え
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
も
う
不
見
の
相
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
君
が
衲

の
不
見
の
地
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
見
る
と
い
う

働
き
が
本
物
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
見
る
と
い
う
働
き
が
君

の
本
性
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
滄
海
瀝
乾
。
太
虛
充
滿
。
衲
僧
鼻
孔
長
。
古
佛
舌
頭
短
。
珠
絲
度
九
曲
。
玉
機
纔
一
轉
。
直
下
相
逢
誰
識
渠
。
始
信

斯
人
不
合
伴
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
、
滄
海
を
瀝
乾
し
、
大
虚
に
充
満
す
。
衲
僧
鼻
孔
長
く
、
古
仏
舌
頭
短
し
。
珠
糸
九
曲
を
度
り
、
玉
機
わ
ず
か
に
一
転

す
。
直
下
に
相
逢
う 

誰
か
渠
を
知
ら
ん
。
始
め
て
信
ず 

斯
の
人
伴
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
。
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煩
悩
の
海
を
干
上
が
ら
せ
て
み
れ
ば
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
真
実
そ
の
も
の
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
を
こ
と
ば
で
表
そ
う
と
す
れ
ば
、
祖
師
と
い
え

ど
も
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
真
実
は
こ
と
ば
で
表
せ
る
か
否
か
に
関
わ

ら
ず
、「
こ
こ
」
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
真
実
の
人
を
求
め
て
修
行
を
完

成
さ
せ
て
み
れ
ば
、
真
実
の
人
と
は
衲
自
身
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
煩
悩
妄
想
の
海
を
一
滴

も
残
さ
ず
乾
か
せ
ば
、
大
虚
に
充
満
し
て
明
々
歴
々
露
堂
堂

の
世
界
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
時
、
十
方
世
界
は

自
己
の
光
明
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
世
界
を
体
験
し
た
禅

僧
の
意
気
は
あ
く
ま
で
も
高
く
、
古
仏
と
い
え
ど
も
悟
り
の

世
界
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
曲
が
り
く
ね
っ

て
、
通
り
抜
け
る
こ
と
が
困
難
な
道
の
よ
う
な
分
別
妄
想
を

掃
蕩
す
れ
ば
、
機
織
り
機
が
わ
ず
か
に
一
転
す
る
よ
う
に
、

迷
か
ら
悟
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
う
彼

と
は
誰
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
人
と
は
い
つ
も
一
緒
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
私
自
身
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
滄
海
】
大
海
。
思
想
の
海
。
煩
悩
妄
想
の
た
と
え
。【
瀝
乾
】
一
滴
も
残
さ
な
い
よ
う
に
乾
か
す
こ
と
。【
鼻
孔
】
鼻
の
孔
で
は
な
く
、
鼻
の
こ

と
。【
衲
僧
鼻
孔
長
く
】
そ
の
世
界
を
体
験
し
た
禅
僧
の
志
気
は
あ
く
ま
で
も
高
い
。【
古
仏
舌
頭
短
し
】
古
仏
と
い
え
ど
も
「
滄
海
を
瀝
乾
し
、
大

虚
に
充
満
し
た
世
界
」
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。【
珠
糸
九
曲
を
度
り
】
孔
子
の
故
事
。
孔
子
が
陳
の
国
に
拘
留
さ
れ
て
い
た
時
、
九
曲
の

小
さ
な
穴
が
開
い
た
玉
に
糸
を
通
せ
と
い
う
難
題
を
出
さ
れ
た
。
孔
子
は
蟻
を
糸
で
縛
り
玉
の
穴
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、
出
口
の
穴
に
蜂
蜜
を
塗
り

付
け
た
。
蟻
は
蜂
蜜
の
香
り
を
求
め
て
出
口
の
穴
か
ら
出
て
き
た
。
そ
れ
で
九
曲
の
珠
に
糸
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
こ
の
故
事

を
分
別
妄
想
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
穴
道
を
通
り
抜
け
て
悟
り
の
世
界
に
出
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。【
珠
糸
九
曲
を
度
り
、
玉
機
わ
ず
か
に
一
転
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
洞
山
良
价
が
大
衆
に
向
か
っ
て

い
い
ま
し
た
。「
夏
安
居
が
終
わ
り
、
秋
を
迎
え
る
と
、
弟

子
た
ち
は
東
や
西
に
そ
れ
ぞ
れ
行
き
ま
す
。
ひ
た
す
ら
草
が

生
え
て
い
な
い
万
里
の
道
を
歩
み
な
さ
い
」
と
。
ま
た
洞
山

は
「
た
だ
、
草
が
生
え
て
い
な
い
万
里
の
道
を
行
く
に
は
、

す
】
曲
が
り
く
ね
っ
た
分
別
妄
想
を
掃
蕩
し
、
玉
機
わ
ず
か
に
一
転
す
る
よ
う
な
一
転
機
を
経
て
、
悟
り
の
世
界
の
世
界
に
出
る
こ
と
。【
渠
】
本

来
の
面
目
。
真
の
自
己
。【
斯
人
伴
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
】
こ
の
人
に
は
誰
も
同
伴
者
は
い
な
い
。
宇
宙
に
唯
一
の
存
在
で
あ
る
こ
と
。【
直
下
相

逢
う
て
誰
か
渠
を
知
ら
ん
。始
め
て
信
ず
、斯
人
伴
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
】
僅
か
な
距
離
も
な
く
、
真
の
自
己
と
直
接
接
し
て
、
会
っ
て
い
る
の

に
未
だ
分
か
ら
な
い
と
は
言
わ
せ
な
い
。
こ
の
人
に
は
誰
も
同
伴
者
は
い
な
い
。
宇
宙
に
唯
一
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
れ
、
の
意
。

第
八
十
九
則
　
洞
山
無
草

【
本
則
】 

擧
。
洞
山
示
衆
云
。
秋
初
夏
末
。
兄
弟
或
東
或
西
。
直
須
向
萬
里
無
寸
草
處
去
。
又
云
。
只
如
萬
里
無
寸
草
處
。
作
麼
生

去
。
石
霜
云
。
出
門
便
是
草
。
大
陽
云
。
直
道
。
不
出
門
亦
是
草
漫
漫
地
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
洞
山 

衆
に
示
し
て
云
く
、
秋
初
夏
末 

兄
弟
或
い
は
東
し
或
い
は
西
す
。
直
に
須
ら
く
万
里
無
寸
草
の
処
に
向
い
て
去
く
べ

し
。
ま
た
云
く
、
只 

万
里
無
寸
草
の
処
の
如
き 

作
麼
生
か
去
ん
。
石
霜
云
く
、
門
を
出
づ
れ
ば
便
ち
是
れ
草
。
大
陽
云
く
、
直
に

道
わ
ん 

門
を
出
で
ざ
る
も
亦
こ
れ
草
漫
漫
地
。

﹇
釈
意
﹈

夏
安
居
が
終
わ
り
、
修
行
僧
は
次
の
安
居
が
始
ま
る
ま
で
各
地
を
転
々
と
す

る
。
万
里
は
遠
い
道
を
転
じ
て
修
行
者
が
歩
む
道
を
指
し
、
草
は
そ
の
修
行

中
に
起
こ
る
様
々
な
煩
悩
に
よ
る
心
の
働
き
を
意
味
す
る
。
煩
悩
が
あ
る
世

界
で
も
真
実
の
世
界
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
洞
山
は
夏
安
居
が
終
わ
っ
た
あ
と

も
、
ど
の
よ
う
に
安
居
中
の
無
分
別
心
を
維
持
す
る
の
か
を
聞
い
て
い
る
。
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﹇
釈
意
﹈

「
荊
棘
林
中
」
は
叢
林
で
の
厳
し
い
修
行
を
指
し
、「
夜
明
簾
外
」
は
悟
後
の

様
を
い
う
。
末
尾
の
二
句
は
、
こ
の
二
句
の
言
い
換
え
で
あ
る
。
悟
道
の
後

も
仏
向
上
へ
と
道
は
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

悟
り
の
境
地
に
達
し
た
と
し
て
も
、
外
の
世
界
の
煩
悩
に
よ
っ
て
惑
わ
さ
れ

て
は
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
石
霜
は
外
の
世
界
は
草
が
生
え
て
い
る
煩
悩
の

世
界
で
あ
ろ
う
と
も
、
安
居
中
と
何
も
変
わ
ら
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
を

保
つ
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
陽
は
安
居
期
間
だ
け
で
な
く
、
修

行
中
に
お
い
て
も
油
断
し
て
い
る
と
心
が
揺
れ
動
い
て
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
補
足
す
る
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
け
る
の
で
し
ょ
う
。
わ
か
り
ま
す

か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
石
霜
慶
諸
は
「
修
行
道
場
か
ら
出
れ

ば
、
草
は
ど
こ
に
で
も
生
え
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

後
か
ら
大
陽
警
玄
が
「
修
行
道
場
を
出
な
く
て
も
、
常
に
草

は
あ
ら
ゆ
る
所
に
生
え
て
い
る
も
の
で
す
」と
言
い
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
草
漫
漫
。
門
裏
門
外
君
自
看
。
荊
棘
林
中
下
脚
易
。
夜
明
簾
外
轉
身
難
。
看
看
。
幾
何
般
。
且
隨
老
木
同
寒
瘠
。
將

逐
春
風
入
燒
瘢
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
草
漫
漫
。
門
裏
門
外 
君
自
ら
看
よ
。
荊
棘
林
中 

脚
を
下
す
こ
と
易
し
。
夜
明
簾
外 

身
を
転
ず
る
こ
と
難
し
。
看
よ

看
よ
。
幾
般
何
ぞ
。
且
つ
老
木
に
随
い
て
寒
瘠
を
同
う
し
、
将
に
春
風
を
逐
う
て
焼
瘢
に
入
ら
ん
と
す
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
草
は
限
り
な
く
生
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
修
行
道
場
の
内
に
も
外
に
も
生
え
て
い
る

の
で
、
あ
な
た
自
身
で
見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い

ば
ら
の
林
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
夜

に
水
晶
で
出
来
た
簾
を
め
く
っ
て
な
か
に
入
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。
皆
識
る
べ
き
で
す
、
識
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
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が
ど
れ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
。
し
ば
ら
く
は

老
木
に
身
を
寄
せ
て
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
が
い
い
で
し
ょ

う
。
や
が
て
春
の
暖
か
い
風
が
吹
い
て
、
新
芽
が
顔
を
出
す

で
し
ょ
う
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
洞
山
】
洞
山
良
价
（
807
〜
869
）
の
こ
と
で
青
原
下
。【
万
里
無
寸
草
】
万
里
は
極
め
て
遠
い
こ
と
。
ま
た
広
い
こ
と
。
万
里
無
寸
草
は
万
里
の
間
に

草
が
一
本
も
な
い
こ
と
。
草
は
縛
り
つ
く
こ
と
を
意
味
し
、
煩
悩
の
た
と
え
。【
石
霜
】
石
霜
慶
諸
（
807
〜
888
）
の
こ
と
。
洞
山
と
同
じ
く
青
原

下
。
道
吾
円
智
の
法
嗣
。【
大
陽
】
大
陽
警
玄
（
943
〜
1027
）
曹
洞
宗
。【
漫
漫
】
果
て
し
な
く
広
い
さ
ま
の
こ
と
。【
荊
棘
林
】
荊
棘
は
、
い
ば
ら
の

こ
と
。
転
じ
て
煩
悩
や
邪
見
な
ど
の
意
味
。
そ
れ
が
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ば
ら
の
林
の
こ
と
。
菩
提
の
悟
り
の
世
界
に
対
し
て
煩
悩
の
迷
い
の

世
界
の
こ
と
。
向
下
の
和
解
な
ど
を
い
う
。【
夜
明
簾
】
水
晶
・
白
玉
で
つ
く
っ
た
簾
の
こ
と
。
夜
に
な
っ
て
も
光
る
こ
と
か
ら
、
悟
り
の
境
地
を

指
す
。【
幾
般
】
数
種
類
の
、
ま
た
、
い
か
な
る
た
ぐ
い
の
。

第
九
十
則
　
仰
山
謹
白

【
本
則
】 

擧
。
仰
山
夢
往
彌
勒
所
。
居
第
二
座
。
尊
者
白
云
。
今
日
當
第
二
座
説
法
。
山
乃
起
白
椎
云
。
摩
訶
衍
法
。
離
四
句
絶
百

非
。
謹
白
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
仰
山 

夢
に
弥
勒
の
所
に
往
い
て
、
第
二
座
に
居
す
。
尊
者
白
し
て
云
く
、
今
日
第
二
座
の
説
法
に
当
た
れ
り
。
山 

乃
ち
起

て
白
椎
し
て
云
く
、
摩
訶
衍
の
法
は
四
句
を
離
れ
百
非
を
絶
す
。
謹
ん
で
白
す
、
と
。
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﹇
釈
意
﹈

仰
山
は
仏
教
の
教
え
は
様
々
な
分
別
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
第
一
則
の
「
世
尊
陞
座
」
で
は
、
釈
尊
の
前
で
文
殊
菩
薩
が
鎚
を
打
っ

て
説
法
を
行
っ
て
い
る
。
仰
山
は
仏
法
の
教
え
を
説
く
と
共
に
、
文
殊
師
利

が
行
っ
た
体
技
を
用
い
て
説
法
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仰
山
の
説
法

の
背
景
に
は
、
夢
の
中
で
弥
勒
菩
薩
と
の
出
会
い
や
文
殊
師
利
の
用
い
た
説

法
な
ど
、
最
も
釈
尊
に
近
い
祖
師
ら
に
対
し
て
の
尊
敬
の
念
を
表
し
て
い
る

と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
最
大
の
論
点
は
、「
夢
の
中
」
で
あ
る
。「
四
句
を

離
れ
百
非
を
絶
す
」
る
の
も
、
分
別
と
い
う
夢
の
中
の
こ
と
で
あ
り
、
非
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
仰
山
慧
寂
は
夢
の
中
で
弥
勒
菩

薩
に
出
会
い
、
会
下
の
第
二
座
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
尊
者

が
申
し
ま
す
。「
今
日
は
第
二
座
の
仰
山
が
説
法
を
行
い
ま

す
」
と
。
仰
山
が
立
ち
あ
が
っ
て
鎚
を
打
ち
、「
仏
の
教
え

は
あ
ら
ゆ
る
分
別
を
離
れ
る
こ
と
で
す
」
と
大
衆
に
謹
ん
で

告
げ
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
夢
中
擁
衲
參
耆
舊
。
列
聖
森
森
坐
其
右
。
當
仁
不
讓
犍
椎
鳴
。
説
法
無
畏
獅
子
吼
。
心
安
如
海
。
膽
量
如
斗
。
鮫
目

泪
流
。
蚌
腸
珠
剖
。
譫
語
誰
知
泄
我
機
。
龐
眉
應
笑
揚
家
醜
。
離
四
句
絶
百
非
。
馬
師
父
子
病
休
醫
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
夢
中 

衲
を
擁
し
て
耆
旧
に
参
ず
。
列
聖
森
森
と
し
て
其
の
右
に
坐
す
。
仁
に
当
た
っ
て
譲
ら
ず 

犍
椎
鳴
る
。
説
法
無

畏 

獅
子
吼
す
。
心 

安
き
こ
と
海
の
如
く
。
胆
の
量 
斗
の
如
し
。
鮫
目 

泪
流
れ
、
蚌
腸 

珠
培
う
。
譫
語
誰
知
ら
ん 

我
が
機
を
泄

ら
す
こ
と
を
。
龐
眉
応
に
笑
う
べ
し 

家
醜
を
揚
ぐ
る
こ
と
を
。
四
句
を
離
れ
百
非
を
絶
す
。
馬
師
父
子 

病
に
医
を
休
む
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
夢
の
中
で
衲
は
徳
の
高

﹇
釈
意
﹈

仰
山
が
鎚
を
打
っ
て
放
っ
た
説
法
は
、
真
実
は
眼
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
っ
た
。
分
別
を
離
れ
れ
ば
、
こ
の
世
界
こ
そ
唯
一
の
真
実
で
あ
る
こ
と
が

会
得
で
き
る
。
そ
こ
に
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
こ
の
世
界
が
真
実
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
い
込
む
こ
と
は
、
仰
山
が
夢
の
中
で
説
法
し
た
こ
と
と
同

じ
く
幻
想
と
な
る
。
最
後
に
馬
祖
を
と
り
上
げ
る
の
は
、
仰
山
が
南
嶽
系
統

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

い
祖
師
に
参
じ
て
、
歴
代
の
祖
師
方
が
並
ぶ
横
に
坐
り
ま

す
。
指
名
さ
れ
、
誰
に
も
譲
ら
ず
に
鎚
を
打
ち
鳴
ら
し
ま

す
。
そ
の
説
法
は
的
確
で
あ
り
、
確
信
を
も
っ
て
師
は
大
き

い
声
で
言
い
ま
し
た
。
心
は
平
穏
な
海
の
よ
う
に
広
く
剛
胆

で
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
鮫
の
涙
が
真
珠
と
な
る
よ
う

に
、
慈
悲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
マ
グ
リ
が
内
蔵
を

見
せ
る
よ
う
に
隠
す
と
こ
ろ
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
の
中

で
仏
法
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
こ
と
を
誰
が
知
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
祖
師
菩
薩
は
仰
山
の
説
法
を
笑
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
分
別
を
離
れ
て
真
実
を
説
く
の
に
、
馬
祖
の

よ
う
に
手
段
を
用
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
仰
山
】
仰
山
慧
寂
（
807
〜
883
）
の
こ
と
。
潙
仰
宗
の
人
で
、
潙
山
霊
祐
の
法
嗣
。【
弥
勒
】
弥
勒
は
五
六
憶
七
千
万
年
の
後
に
閻
浮
提
に
下
生
し
、

釈
尊
の
次
に
成
仏
す
る
と
さ
れ
る
菩
薩
。
南
方
イ
ン
ド
出
身
の
実
在
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
や
が
て
将
来
佛
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

乗
教
典
等
で
は
弥
勒
菩
薩
と
し
て
随
処
に
説
か
れ
て
い
る
。
※
文
殊
師
利
は
佛
位
に
次
ぐ
法
王
の
位
に
あ
る
文
殊
師
利
の
意
味
で
あ
る
。
諸
菩
薩
の

な
か
で
、
文
殊
師
利
は
智
慧
第
一
と
さ
れ
て
い
る
。【
第
二
座
】
首
座
を
第
一
座
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
書
記
の
こ
と
を
第
二
座
と
い
う
。【
白
椎
】

禅
院
で
何
か
行
う
時
に
、
大
衆
に
知
ら
せ
る
た
め
に
鎚
を
打
つ
こ
と
。
白
は
申
す
こ
と
。【
摩
訶
衍
】
大
乗
の
こ
と
。【
四
句
百
非
】
四
句
は
四
句
分

別
の
こ
と
で
、
全
て
の
分
別
判
断
の
こ
と
を
い
う
。
百
非
は
否
定
の
意
。【
耆
舊
】
法
臘
五
十
歳
以
上
の
徳
望
高
い
出
家
人
を
い
う
。【
列
聖
】
歴
代

の
天
子
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
歴
代
の
祖
師
の
こ
と
。【
仁
】
あ
な
た
。
ほ
ぼ
同
じ
身
分
の
者
の
間
で
い
う
。
ま
た
、
や
や
上
位
の
者
に
対
し
て
言
う

こ
と
も
。
丁
寧
な
気
持
ち
を
意
味
す
る
。【
無
畏
】
真
理
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
確
信
を
も
っ
て
語
り
、
な
ん
ら
不
安
・
疑
惑
を
存
し
な
い
こ

と
。【
龐
眉
】
長
い
眉
や
太
い
眉
の
こ
と
。【
家
醜
】
我
が
家
の
醜
さ
で
、
家
風
を
謙
譲
し
て
い
う
こ
と
。
家
醜
外
に
揚
ぐ
で
、
我
が
家
の
恥
を
さ
ら
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陸
亘
大
夫
は
僧
肇
の
言
っ
た
「
天
地
同
根
万
物
一
体
」
と
い
う
語
に
感
心
し

て
、
そ
れ
こ
そ
が
仏
教
の
本
質
で
あ
る
の
だ
ろ
う
と
師
の
南
泉
に
話
し
か
け

た
。
そ
れ
に
対
し
南
泉
は
目
の
前
の
牡
丹
を
自
分
の
目
で
き
ち
ん
と
見
る
よ

う
に
促
し
た
。
目
の
前
の
牡
丹
を
素
直
に
見
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
も
の
を
、
理

論
を
加
え
て
自
分
の
中
に
引
き
込
み
、
ま
る
で
夢
の
中
で
幻
想
を
見
て
い
る

か
の
よ
う
な
大
夫
の
姿
勢
は
誤
り
で
あ
る
と
示
し
た
。
分
別
に
留
ま
っ
た
知

解
を
何
か
あ
り
が
た
い
教
え
の
よ
う
に
奉
じ
る
こ
と
は
、
真
実
を
見
誤
る
こ

と
と
示
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
日
、
陸
亘
大
夫
が
話
の
つ

い
で
に
南
泉
普
願
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
僧
肇
法
師
と
い

う
人
は
大
変
優
れ
た
方
で
す
ね
。
天
地
万
物
は
す
べ
て
そ
の

本
体
は
同
一
で
あ
る
、
と
は
実
に
う
ま
く
言
い
当
て
て
い
ま

す
」
と
。
す
る
と
南
泉
は
庭
前
の
牡
丹
を
指
差
し
て
こ
う
言

い
ま
し
た
。「
大
夫
よ
、
今
時
の
人
は
こ
の
一
株
の
牡
丹

を
、
ま
る
で
夢
の
中
で
見
る
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
す
ね
」

と
。

す
こ
と
。
宗
義
を
外
に
向
っ
て
表
詮
す
る
こ
と
。
表
詮
は
肯
定
す
る
こ
と
、
ま
た
は
表
示
す
る
こ
と
。

第
九
十
一
則
　
南
泉
牡
丹

【
本
則
】 

擧
。
南
泉
因
陸
亘
大
夫
云
。
肇
法
師
也
甚
奇
特
。
解
道
。
天
地
同
根
萬
物
一
體
。
泉
指
庭
前
牡
丹
云
。
大
夫
時
人
見
此
一
株

花
如
夢
相
似
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
南
泉
因
に
陸
亘
大
夫
云
く
、
肇
法
師
也
た
甚
だ
奇
特
な
り
。
道
う
こ
と
を
解
す
、
天
地
同
根
万
物
一
体
と
。
泉 

庭
前
の
牡

丹
を
指
し
て
云
く
、
大
夫 
時
の
人
此
一
株
の
花
を
見
る
こ
と
夢
の
如
く
に
相
似
た
り
。
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機
会
が
あ
る
た
び
に
思
慮
分
別
は
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に

一
々
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
諸
法
の
実
相
を
見
る
よ
う
に
心
が
け
る
べ

き
で
あ
る
。
虎
が
嘯
い
て
風
が
起
こ
る
こ
と
も
、
龍
が
歌
い
だ
し
て
雲
が
起

こ
る
こ
と
も
、
す
べ
て
あ
り
の
ま
ま
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
分
か
れ

ば
、
自
身
が
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
だ
ろ
う
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
万
物
の
根
源
を
見
通

し
、
様
々
に
入
り
乱
れ
て
い
る
諸
法
の
実
相
を
見
な
さ
い
。

心
を
空
劫
の
境
界
に
置
け
ば
、
何
の
差
し
障
り
も
な
い
の
で

す
。
父
母
未
生
以
前
に
着
目
し
て
普
遍
の
も
の
を
知
る
の
で

す
。
虎
が
嘯
け
ば
、
び
ゅ
う
び
ゅ
う
と
音
を
た
て
て
岩
の
間

か
ら
風
が
起
こ
り
、
龍
が
歌
い
だ
す
と
雲
が
も
く
も
く
と
湧

き
出
て
空
を
暗
く
し
ま
す
。
南
泉
は
さ
ま
よ
っ
て
い
る
人
を

夢
か
ら
覚
ま
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
自
身
が
弥
勒
菩

薩
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
た
め
で
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
照
徹
離
微
造
化
根
。
紛
紛
出
沒
見
其
門
。
游
神
刧
外
問
何
有
。
著
眼
身
前
知
妙
存
。
虎
嘯
蕭
蕭
巖
吹
作
。
龍
吟
冉
冉

洞
雲
昏
。
南
泉
點
破
時
人
夢
。
要
識
堂
堂
補
處
尊
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
離
微
造
化
の
根
に
照
徹
し
、
紛
紛
た
る
出
没
其
の
門
を
見
る
。
神
を
刧
外
に
遊
ば
し
め
て 

問
う
て
何
か
有
ら
ん
。
眼

を
身
前
に
著
け
て
知
妙
に
存
す
。
虎
嘯
け
ば
蕭
蕭
と
し
て
巌
吹
作
り
、
龍
吟
ず
れ
ば
冉
冉
と
し
て
洞
雲
昏
し
。
南
泉 

時
人
の
夢
を

點
破
す
。
堂
堂
た
る
補
処
の
尊
を
識
ら
し
め
ん
と
要
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
南
泉
】
南
泉
普
願
（
748
〜
834
）
の
こ
と
。
馬
祖
道
一
の
法
嗣
。【
陸
亘
大
夫
】
蘇
州
（
江
蘇
省
）
の
人
。
字
は
景
山
、
官
は
戸
部
部
中
・
太
常
少

卿
。
観
察
使
、
さ
ら
に
御
史
大
夫
と
な
り
陸
亘
大
夫
と
称
さ
れ
る
。
南
泉
普
願
に
師
事
し
、
ま
た
、
さ
か
ん
に
禅
客
と
交
わ
り
を
な
し
た
。【
肇
法

師
】
僧
肇
（
374
〜
414
）
の
こ
と
。
長
安
（
陜
西
省
）
の
人
。
鳩
摩
羅
什
に
師
事
し
、
四
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
中
国
禅
に
多
大
な
影
響
を
与
え
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雲
門
は
、
修
行
僧
が
し
ば
し
ば
仏
性
に
優
劣
が
あ
る
よ
う
に
錯
覚
す
る
こ
と

に
対
し
、
自
己
の
心
の
在
り
方
に
優
劣
な
ど
は
無
く
、
自
分
の
存
在
の
真
実

は
今
こ
こ
に
あ
る
自
己
の
み
で
あ
る
こ
と
を
、「
宝
」
と
い
う
語
で
示
し

た
。
そ
し
て
分
別
に
よ
ら
ず
に
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
修
行
を
行
う
べ
き
で
あ

る
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
第
十
九
則
か
ら
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
門
文
偃
大
師
が
こ
う
言
い
ま

し
た
。「
こ
の
天
地
の
内
に
、
ま
た
、
宇
宙
の
間
に
、
そ
の

中
に
た
だ
一
つ
の
宝
が
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
肉
体
の
中
に

秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
灯
籠
を
点
け
て
仏
殿
内

に
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
三
門
を
灯
籠
の
上

に
置
く
こ
と
も
で
き
る
の
だ
」
と
。

た
。【
天
地
同
根
万
物
一
体
】『
宝
蔵
論
』
涅
槃
無
名
論
の
引
用
。
天
地
万
物
は
み
な
そ
の
本
体
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
意
味
。【
照
徹
離
微
造
化

根
】『
宝
蔵
論
』
か
ら
の
引
用
。
離
微
は
空
の
色
、
造
化
根
は
万
物
発
生
の
根
源
、
照
徹
は
見
通
す
こ
と
と
い
う
意
味
。【
游
神
刧
外
】
劫
は
四
劫
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
空
劫
を
指
す
。
自
ら
の
精
神
を
何
に
も
固
定
さ
せ
な
い
境
界
に
置
く
と
い
う
意
味
。【
身
前
】
父
母
未
生
以
前
の
こ
と
。

【
堂
堂
補
處
尊
】
堂
々
た
る
威
風
を
も
っ
た
弥
勒
菩
薩
。

第
九
十
二
則
　
雲
門
一
寶

【
本
則
】 

擧
。
雲
門
大
師
云
。
乾
坤
之
内
。
宇
宙
之
間
。
中
有
一
寶
祕
在
形
山
。
拈
燈
籠
向
佛
殿
裏
。
将
三
門
來
燈
籠
上
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雲
門
大
師
云
く
。
乾
坤
の
内
、
宇
宙
の
間
。
中
に
一
宝
あ
り
て
形
山
に
秘
在
す
。
燈
籠
を
拈
じ
て
仏
殿
裏
に
向
う
。
三
門
を

将
て
燈
籠
上
に
来
た
る
。
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修
行
僧
は
分
別
に
捉
わ
れ
て
迷
い
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

月
影
、
蘆
花
、
釣
り
人
の
い
ず
れ
も
一
宝
の
た
と
え
で
あ
る
。
自
己
の
存
在

を
知
り
、
而
今
の
自
己
意
外
に
自
己
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
自
分
か

ら
離
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
心
に
思
う
こ
と
を
す
べ

て
閉
じ
て
、
一
切
の
煩
わ
し
さ
を
捨
て
な
さ
い
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
巡
り
巡
っ
て
一
生
の
間
、
居
場
所
に
迷
い
続
け
る

で
し
ょ
う
。
樵
は
腐
っ
た
斧
を
持
ち
な
が
ら
何
か
方
法
が
な

い
か
と
迷
っ
て
い
ま
す
。
壺
公
は
桂
樹
に
美
し
い
家
を
持
っ

て
い
ま
す
。
夜
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
し
た
月
影
を
映
し
て

い
ま
す
。
秋
の
風
の
中
、
白
い
蘆
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま

す
。
寒
い
と
き
に
は
、
魚
は
餌
を
食
べ
ず
に
じ
っ
と
し
て
い

ま
す
。
釣
り
人
も
興
ざ
め
し
て
し
ま
い
、
歌
を
歌
い
な
が
ら

小
船
を
転
じ
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
收
卷
餘
懐
厭
事
華
。
歸
來
何
處
是
生
涯
。
爛
柯
樵
子
疑
無
路
。
桂
樹
壺
公
妙
有
家
。
夜
水
金
波
浮
桂
影
。
秋
風
雪
陣

擁
蘆
花
。
寒
魚
著
底
不
呑
餌
。
興
盡
淸
歌
却
轉
槎
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
餘
懐
を
収
巻
し
て
事
華
を
厭
う
。
帰
り
来
り
て
何
の
処
か
是
れ
生
涯
。
爛
柯
樵
子
路
無
き
か
を
疑
う
。
桂
樹
の
壺
公
妙
に

家
あ
り
。
夜
水
金
波
桂
影
を
浮
ぶ
。
秋
風
雪
陣
蘆
花
を
擁
す
。
寒
魚
底
に
著
い
て
餌
を
呑
ま
ず
。
興
尽
き
て
清
歌
却
っ
て
槎
を
転
ず
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
雲
門
大
師
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
嘉
興
（
浙
江
省
）
の
人
。
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。【
乾
坤
】
天
地
。【
宇
宙
】
宇
は
天
地
四
方
、
宙
は

往
古
今
来
の
意
味
。
つ
ま
り
天
地
を
指
す
。【
一
寶
】
こ
こ
で
は
人
間
の
体
そ
の
も
の
と
い
う
意
味
。【
形
山
】
形
は
肉
体
を
指
し
、
肉
体
に
は
五
蘊

（
色
、
受
、
想
、
行
、
識
）
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
形
山
と
い
う
。【
三
門
】
三
解
脱
門
（
空
門
、
無
相
門
、
無
願
門
）
の
こ
と
。
悟
り
に
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諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
魯
祖
宝
雲
が
南
泉
普
願
に
質
問

し
ま
し
た
。「
摩
尼
珠
は
誰
も
気
が
つ
か
ず
、
如
来
蔵
の
中

に
直
接
し
ま
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
如
来
蔵
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
南
泉
は
言
い
ま
し
た
。

「
こ
の
王
老
師
と
君
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
も

の
が
そ
れ
だ
」
と
。
魯
祖
は
言
い
ま
し
た
。「
行
っ
た
り
来

通
ず
る
入
り
口
の
こ
と
。【
餘
懐
】
心
に
思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
に
実
行
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
。【
事
華
】
多
事
繁
華
の
略
。【
爛
柯
】

腐
っ
た
斧
。【
桂
樹
壺
公
妙
有
家
】
費
長
房
（
生
没
年
不
詳
）
が
仙
人
の
壺
公
と
と
も
に
桂
樹
に
掛
け
て
あ
る
壺
の
中
に
飛
び
込
ん
で
み
る
と
、
そ

こ
に
仙
界
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。【
金
波
】
月
の
こ
と
。【
桂
影
】
月
影
の
こ
と
。

第
九
十
三
則
　
魯
祖
不
會

【
本
則
】 

擧
。
魯
祖
問
南
泉
。
摩
尼
珠
人
不
識
。
如
來
藏
裏
親
收
得
。
如
何
是
藏
。
泉
云
。
王
老
師
與
汝
往
來
者
是
。
祖
云
。
不
往
來

者
。
泉
云
。
亦
是
藏
。
祖
云
。
如
何
是
珠
。
泉
召
云
。
師
祖
。
祖
應
諾
。
泉
云
。
去
。
汝
不
會
我
語
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
魯
祖 

南
泉
に
問
う
。
摩
尼
珠 

人
識
ら
ず
、
如
来
蔵
に
親
し
く
収
得
す
。
如
何
な
る
か
是
れ
蔵
。
泉
云
く
、
王
老
師
と
汝
と

往
来
す
る
も
の
是
。
祖
云
く
、
往
来
せ
ざ
る
者
は
。
泉
云
く
、
亦
是
れ
蔵
。
祖
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
珠
。
泉
召
し
て
云
く
、
師

祖
。
祖 

応
諾
す
。
泉
云
く
、
去
れ
、
汝 
我
が
語
を
会
せ
ず
。

﹇
釈
意
﹈

魯
祖
宝
雲
が
南
泉
普
願
に
質
問
し
て
い
る
が
、
魯
祖
は
南
泉
の
法
兄
に
あ
た

る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
「
師
祖
」「
汝
」
と
呼
び
掛
け
る
の
は
不
審
で
あ

る
。
魯
祖
は
如
来
蔵
と
摩
尼
宝
珠
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
元
は
永
嘉
玄
覚

の
『
証
道
歌
』
の
中
の
語
で
、
仏
に
至
れ
ば
全
て
の
物
事
は
思
い
の
ま
ま
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
南
泉
は
君
も
衲
も
仏
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
仏
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
魯
祖
は
摩
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尼
珠
と
は
何
か
と
南
泉
に
問
い
、
南
泉
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
分
別
を
働

か
せ
ず
に
応
じ
た
こ
と
で
、
南
泉
は
こ
の
無
分
別
こ
そ
が
如
来
蔵
で
あ
り
、

そ
れ
で
よ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
り
し
な
い
も
の
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
南
泉
は

言
い
ま
し
た
。「
こ
れ
も
ま
た
如
来
蔵
だ
」
と
。
魯
祖
は
言

い
ま
し
た
。「
摩
尼
珠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
」
と
。
南
泉
は
魯
祖
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。「
師
祖
よ
」

と
。
魯
祖
は
返
事
を
し
ま
し
た
。
南
泉
は
言
い
ま
し
た
。

「
立
ち
去
り
な
さ
い
。
君
は
衲
の
こ
と
ば
を
理
解
し
て
い
な

い
よ
う
だ
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
別
是
非
。
明
得
喪
。
應
之
心
指
諸
掌
。
往
來
不
往
來
。
只
這
倶
是
藏
。
輪
王
賞
之
有
功
。
黄
帝
得
之
罔
象
。
轉
樞
機

能
伎
倆
。
明
眼
衲
僧
無
鹵
莽
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
是
非
を
別
ち
、
得
喪
を
明
か
し
、
之
の
心
に
応
じ
て
諸
掌
を
指
す
。
往
来
不
往
来
。
只
這
れ
倶
に
是
れ
蔵
。
輪
王
之
を

有
功
に
賞
し 

黄
帝
之
を
罔
象
に
得
た
り
。
枢
機
を
転
じ
伎
倆
を
能
す
。
明
眼
の
衲
僧
鹵
莽
な
る
こ
と
無
か
れ
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
良
し
悪
し
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
得
失
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
を
心
の
思
う
ま
ま

に
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
掌
に
載
せ
て
指
し
示
し
ま

す
。
往
来
す
る
の
も
し
な
い
の
も
、
す
べ
て
そ
の
ま
ま
如
来

蔵
な
の
で
す
。
転
輪
浄
王
が
手
柄
あ
る
者
に
賞
を
与
え
た
よ

﹇
釈
意
﹈

前
半
は
如
来
蔵
、
後
半
は
摩
尼
珠
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
物
事
の
良
し
悪

し
、
得
失
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
、
物
事
を
心
の
思
う
ま
ま
に
自
由
に

す
る
こ
と
で
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
こ
そ
如
来
蔵
で
あ
る
と
し
た
。
そ

し
て
、
根
と
境
が
関
わ
る
も
関
わ
ら
ざ
る
も
、
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
で
存
在

す
る
と
し
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
黄
帝
の
な
く
し
た
珠
を
、
盲
目
で
あ
り
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な
が
ら
聡
明
な
者
達
よ
り
真
っ
先
に
見
つ
け
た
罔
象
の
よ
う
な
、
あ
り
の
ま

ま
に
物
事
を
と
ら
え
る
人
物
を
い
う
の
で
あ
る
。
禅
僧
は
自
身
の
本
質
を
見

極
め
る
に
あ
た
っ
て
決
し
て
軽
率
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

う
に
、
黄
帝
が
こ
れ
を
罔
象
か
ら
得
た
よ
う
に
、
物
事
の
大

事
な
部
分
を
動
か
す
腕
前
を
発
揮
し
ま
す
。
眼
を
具
え
た
禅

僧
は
軽
率
で
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
魯
祖
】
魯
祖
宝
雲
（
不
詳
）
の
こ
と
。
中
唐
の
人
。
池
州
魯
祖
山
に
住
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
南
泉
の
弟
子
で
あ
っ
た
雲
際
師
祖
の
こ
と
で

あ
る
。【
南
泉
】
南
泉
普
願
（
748
〜
834
）
の
こ
と
。
俗
姓
は
王
氏
で
「
王
老
師
」
と
い
う
の
は
南
泉
自
身
を
指
す
。
馬
祖
道
一
の
法
嗣
。【
摩
尼
珠
】

摩
尼
・
如
意
珠
・
如
意
宝
珠
と
も
。
全
て
の
物
事
を
思
う
通
り
に
叶
え
て
く
れ
る
と
い
う
珠
。【
如
来
蔵
】
仏
性
と
も
。
衆
生
の
う
ち
に
あ
る
成
仏

の
可
能
性
。
仏
と
違
わ
な
い
本
来
清
ら
か
な
心
。【
師
祖
】
雲
際
師
祖
（
不
詳
）
の
こ
と
。
唐
代
の
人
。
南
泉
普
願
の
法
嗣
。【
得
喪
】
得
る
こ
と
と

失
う
こ
と
。【
輪
王
】
転
輪
聖
王
の
こ
と
。
仏
教
で
は
三
十
二
相
・
七
宝
を
具
備
す
る
と
さ
れ
、
天
か
ら
感
得
し
た
輪
宝
を
転
が
し
て
四
州
を
治
め

る
。【
黄
帝
】
中
国
の
古
代
伝
説
上
の
帝
王
。
三
皇
五
帝
の
一
人
。【
衲
僧
】
衲
子
と
も
。
禅
僧
の
こ
と
。【
鹵
莽
】
お
粗
末
な
こ
と
。
軽
率
。

第
九
十
四
則
　
洞
山
不
安

【
本
則
】 

擧
。
洞
山
不
安
。
僧
問
。
和
尚
病
。
還
有
不
病
者
麼
。
山
云
。
有
。
僧
云
。
不
病
者
還
看
和
尚
否
。
山
云
。
老
僧
看
他
有

分
。
僧
云
。
和
尚
看
他
時
如
何
。
山
云
。
則
不
見
有
病
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
洞
山
不
安
。
僧
問
う
、
和
尚
病
む
。
還
っ
て
病
ま
ざ
る
者
あ
り
や
。
山
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
病
ま
ざ
る
者
は
還
っ
て
和

尚
を
看
る
や
否
や
。
山
云
く
、
老
僧 

他
を
看
る
に
分
有
り
。
僧
云
く
、
和
尚 

他
を
看
る
時
如
何
。
山
云
く
、
則
ち
病
有
る
こ
と
を

見
ず
。
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﹇
釈
意
﹈

僧
は
こ
の
質
問
で
「
病
気
に
な
る
者
と
な
ら
な
い
者
」
に
分
け
て
、
悟
と
未

悟
の
分
別
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
露
わ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
洞
山
は
導

く
た
め
に
話
を
合
わ
せ
て
「
あ
る
」
と
返
答
し
た
。
こ
の
質
問
に
お
け
る

「
病
気
に
な
ら
な
い
者
」
と
は
分
別
に
迷
わ
な
い
者
の
意
で
あ
り
、
仏
の
こ

と
と
い
え
る
。
次
の
「
病
気
で
な
い
者
が
病
人
を
看
る
」
と
い
う
こ
と
は

「
順
」
で
あ
り
、
片
方
の
形
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
洞
山
は
「
逆
」
を
示

し
て
、「
衲
が
仏
を
看
る
」
と
示
し
た
。
修
行
に
よ
っ
て
得
悟
の
後
は
、
世

俗
で
の
慈
悲
行
の
実
践
が
な
け
れ
ば
、
仏
道
の
完
成
と
は
い
え
な
い
と
い

い
、「
衲
に
は
衲
な
り
の
仏
の
見
方
が
あ
る
」
と
い
い
、「
衲
に
は
誰
も
が
仏

に
見
え
る
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
洞
山
良
价
は
体
調
不
良
で
し

た
。
そ
の
時
、
あ
る
僧
が
質
問
し
ま
し
た
。「
和
尚
は
病
気

に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
病
気
に
な
ら
な
い
者
は
い
ま
す
か
」

と
。
洞
山
は
言
い
ま
し
た
。「
い
る
」
と
。
僧
は
言
い
ま
し

た
。「
病
気
に
な
ら
な
い
者
は
和
尚
を
看
病
す
る
の
で
し
ょ

う
か
」
と
。
洞
山
は
言
い
ま
し
た
。「
衲
に
は
彼
を
看
病
す

る
義
務
が
あ
る
」
と
。
僧
は
言
い
ま
し
た
。「
和
尚
が
彼
を

看
病
す
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
。
洞
山
は

言
い
ま
し
た
。「
そ
の
時
は
病
気
で
は
な
い
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
卸
却
臭
皮
袋
。
拈
轉
赤
肉
團
。
當
頭
鼻
孔
正
。
直
下
髑
髏
乾
。
老
毉
不
見
從
來
癖
。
少
子
相
看
向
近
難
。
野
水
痩
時

秋
潦
退
。
白
雲
斷
處
舊
山
寒
。
須
剿
絶
。
莫
顢
頇
。
轉
盡
無
功
伊
就
位
。
孤
標
不
與
汝
同
盤
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
臭
皮
袋
を
卸
却
し
、
赤
肉
団
を
拈
転
す
。
当
頭
鼻
孔
正
し
く
、
直
下
髑
髏
乾
く
。
老
医
従
来
の
癖
を
見
ず
。
少
子
相
看

し
て
向
近
す
る
こ
と
難
し
。
野
水
痩
す
る
時
秋
潦
退
き
、
白
雲
断
ゆ
る
処
旧
山
寒
し
。
須
ら
く
勦
絶
す
べ
し
。
顢
頇
す
る
こ
と
莫

れ
。
無
功
を
転
尽
し
て
伊
れ
位
に
就
く
。
孤
標
汝
と
盤
同
じ
う
せ
ず
。
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﹇
釈
意
﹈

分
別
に
滞
る
状
態
を
脱
し
た
な
ら
、
自
己
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
者
の
真
実
相

を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
、
見
抜
い
て
い
る
と
い
う
分
別
も
な

く
、
た
だ
あ
り
の
ま
ま
に
受
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
功
と
は
悟
り
の
境

地
を
指
し
て
い
て
、
悟
り
の
世
界
か
ら
さ
え
も
抜
け
出
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
洞
山
に
並
び
立
つ
者
は
お
ら
ず
、
真
の
道
者
で
あ
る
と
い
う
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
煩
悩
を
な
く
す
こ
と

で
、
衲
と
い
う
束
縛
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
本
来
の

面
目
を
得
ら
れ
、
情
識
を
脱
し
て
真
の
自
己
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
経
験
豊
か
な
医
者
は
過
去
の
状
態
を
知
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験
の
な
い
未
熟
な
者
に
と
っ
て
は
、
対

面
し
て
近
付
い
て
い
て
も
見
抜
く
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

野
を
流
れ
る
川
が
枯
れ
る
時
、
秋
の
水
た
ま
り
も
な
く
な

り
、
白
雲
が
な
く
な
る
と
、
故
郷
も
寒
く
な
る
の
で
す
。
必

ず
根
絶
や
し
に
す
る
べ
き
で
す
。
ぼ
ん
や
り
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
悟
り
の
世
界
か
ら
転
出
し
て
、
真
の
自
己
を
得
た
の

で
す
。
洞
山
は
一
人
抜
き
ん
出
て
い
て
、
あ
な
た
方
と
同
じ

世
界
に
は
い
な
い
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
洞
山
】
洞
山
良
价
（
807
〜
869
）
の
こ
と
。
曹
洞
宗
の
祖
。
俗
姓
は
兪
氏
。【
老
僧
】
老
年
の
僧
の
自
称
。【
臭
皮
袋
】
汚
い
皮
袋
の
こ
と
。
そ
こ
か

ら
転
じ
て
、
人
間
を
軽
蔑
し
て
い
う
言
葉
。【
赤
肉
團
】
肉
体
の
こ
と
。【
當
頭
】
そ
の
時
。【
癖
】
病
の
こ
と
。【
秋
潦
】
秋
の
水
た
ま
り
の
こ
と
。

【
剿
絶
】
心
中
の
疑
情
を
滅
し
尽
く
す
こ
と
。【
顢
頇
】
ぼ
ん
や
り
と
す
る
様
の
こ
と
。【
孤
標
】
一
人
抜
き
ん
出
る
こ
と
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
臨
済
義
玄
が
院
主
に
ど
こ
へ

行
っ
て
き
た
の
か
と
問
い
ま
し
た
。
院
主
は
言
い
ま
し
た
。

「
市
中
で
米
を
売
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
。
臨
済
は
言
い

ま
し
た
。「
全
て
売
り
つ
く
し
た
の
か
」
と
。
院
主
は
言
い

ま
し
た
。「
売
り
つ
く
し
ま
し
た
」
と
。
臨
済
は
拄
杖
で
一

字
を
書
い
て
言
い
ま
し
た
。「
そ
れ
な
ら
ば
こ
れ
も
売
っ
て

き
た
の
か
ね
」
と
。
院
主
は
す
ぐ
さ
ま
大
喝
一
声
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
臨
済
は
す
ぐ
さ
ま
拄
杖
で
院
主
を
打
ち

第
九
十
五
則
　
臨
済
一
画

【
本
則
】 

擧
。
臨
濟
問
院
主
甚
處
來
。
主
云
。
州
中
糶
黄
米
來
。
濟
云
。
糶
得
盡
麼
。
主
云
。
糶
得
盡
。
濟
以
拄
杖
一
畫
云
。
還
糶
得

這
箇
麼
。
主
便
喝
。
濟
便
打
。
次
典
座
至
。
擧
前
話
。
座
云
。
院
主
不
會
和
尚
意
。
濟
云
。
爾
又
作
麼
生
。
座
便
禮
拜
。
濟

亦
打
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
臨
済 

院
主
に
甚
の
処
よ
り
か
来
る
や
を
問
う
。
主
云
く
、
州
中
に
黄
米
を
糶
り
来
る
。
済
云
く
、
糶
得
し
尽
す
や
。
主
云

く
、
糶
得
し
尽
す
。
済 
拄
杖
を
以
て
一
画
し
て
云
く
、
還
っ
て
這
箇
を
糶
得
せ
ん
や
。
主 

便
ち
喝
す
。
済 

便
ち
打
つ
。
次
に
典

座
至
る
。
前
話
を
挙
す
。
座
云
く
。
院
主 

和
尚
の
意
を
会
せ
ず
。
済
云
く
、
汝
又
作
麼
生
。
座 

便
ち
礼
拝
す
。
済 

亦
打
つ
。

﹇
釈
意
﹈

本
則
は
、「
臨
済
州
中
黄
米
」
と
も
呼
ば
れ
、
臨
済
の
代
表
的
な
商
量
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
臨
済
の
問
い
に
対
し
、
院
主
は
そ
の
意
味
が
解
ら
ず
、

米
を
売
り
つ
く
し
た
と
答
え
て
い
る
。
臨
済
は
、
修
行
の
完
成
を
問
う
の
で

あ
る
が
、
院
主
は
気
づ
か
な
い
た
め
、
さ
ら
に
会
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
院
主

の
面
前
で
一
画
を
書
き
、
分
別
の
有
無
を
尋
ね
た
。
こ
れ
で
気
付
い
た
院
主

は
一
喝
し
た
も
の
の
、
臨
済
の
受
け
売
り
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
一
打
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
次
の
場
面
に
お
い
て
典
座
は
、
分
別
を
脱
し
た
と
い
う
自
己

へ
の
意
識
が
礼
拝
に
よ
っ
て
さ
ら
け
出
さ
れ
た
た
め
、
臨
済
は
典
座
に
も
一
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
臨
済
の
は
た
ら
き
は
実

に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
き
わ
め
て
審
細
に
様
子
を
見

て
、
的
確
に
一
打
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
手
法
は
一
切
の

障
害
を
取
り
払
う
ほ
ど
に
峻
烈
で
す
。
魚
を
龍
と
す
る
た
め

に
雷
を
発
し
て
尾
を
焼
い
て
い
ま
す
。
臨
済
の
一
打
は
人
を

活
か
す
剣
に
も
、
人
を
殺
す
刀
に
も
な
り
え
ま
す
。
天
の
光

打
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
臨
済
の
化
導
の
懇
切
に
僧
が
気
付
か
な
い
と
い
う

問
答
は
、
こ
の
他
に
も
「
臨
済
禍
事
」（『
臨
済
録
』
上
堂
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
し
た
。
や
が
て
典
座
が
現
れ
た
の
で
、
臨
済
は
院
主
と
の

問
答
を
典
座
に
提
起
し
ま
し
た
。
典
座
は
言
い
ま
し
た
。

「
院
主
は
和
尚
の
意
図
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す

ね
」
と
。
臨
済
は
言
い
ま
し
た
。「
で
は
、
君
は
ど
う
な
の

だ
ね
」
と
。
典
座
は
す
か
さ
ず
礼
拝
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
臨
済
は
、
今
度
は
典
座
を
拄
杖
で
打
ち
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
臨
濟
全
機
格
調
高
。
棒
頭
有
眼
辨
秋
毫
。
掃
除
狐
兎
家
風
峻
。
變
化
魚
龍
電
火
。
活
人
劍
。
殺
人
刀
。
倚
天
照
雪
利

吹
毛
。
一
等
令
行
滋
味
別
。
十
分
痛
處
是
誰
遭
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
臨
済
の
全
機
格
調
高
し
。
棒
頭
に
眼
あ
り
秋
毫
を
弁
ず
。
狐
兎
を
掃
除
し
て
家
風
峻
な
り
。
魚
龍
を
変
化
し
て
電
火
焼

く
。
活
人
剣
。
殺
人
刀
。
天
に
寄
っ
て
雪
を
照
ら
し
吹
毛
を
利
す
。
一
等
に
令
行
し
て
滋
味
別
な
り
。
十
分
の
痛
処
是
誰
か
遭
わ
ん
。

﹇
釈
意
﹈

頌
で
は
臨
済
を
手
放
し
で
賞
賛
し
て
い
る
。
臨
済
の
接
化
の
方
法
は
、
簡
素

に
し
て
的
確
で
あ
り
、
決
し
て
隙
を
見
逃
す
こ
と
は
な
い
。
会
下
の
修
行
僧

の
理
解
度
を
正
確
に
把
握
し
て
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
一
打
を
与
え
て
い

る
。
そ
れ
は
未
熟
な
修
行
僧
の
迷
い
を
払
う
こ
と
に
一
切
の
た
め
ら
い
を
見

せ
な
い
と
い
う
臨
済
の
心
構
え
の
厳
し
さ
を
も
表
し
て
い
る
。
急
流
を
上
っ

て
龍
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
鯉
に
対
し
て
、
雷
を
発
し
て
激
励
し
て
い
る
。
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臨
済
の
教
示
は
親
切
で
的
確
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
直
下
に
会
得
で
き
る
修
行

僧
が
い
る
一
方
で
、
か
え
っ
て
迷
い
を
深
め
る
修
行
僧
も
現
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
手
法
は
天
下
に
鳴
り
響
い
て
い
る
。

に
よ
っ
て
、
そ
の
鋭
さ
が
よ
り
一
層
際
立
っ
て
い
ま
す
。
臨

済
の
一
打
は
一
貫
し
て
い
て
、
そ
の
深
い
味
わ
い
は
他
と
は

別
格
の
も
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
た
院
主
と
典
座
は
一
層
の

精
進
を
尽
く
し
た
で
し
ょ
う
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
臨
済
】
臨
済
義
玄
（
？
〜
867
）
の
こ
と
。
中
国
臨
済
宗
の
開
祖
。
曹
州
（
山
東
省
）
南
華
の
人
。
俗
姓
は
邢
氏
。
黄
檗
希
運
の
法
嗣
。【
院
主
】
寺

院
に
お
い
て
事
務
一
切
を
主
宰
す
る
役
職
。
監
院
、
監
寺
と
も
。【
拄
杖
】
身
体
を
支
え
る
杖
。
禅
門
で
は
行
脚
時
に
用
い
、
ま
た
法
を
説
く
時
の

道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。【
典
座
】
禅
寺
に
お
い
て
食
事
を
司
る
役
職
。【
棒
頭
有
眼
】
棒
頭
を
活
眼
と
す
る
機
用
の
こ
と
。
一
棒
を
打
つ
に
も
的

確
に
打
つ
の
で
あ
り
、
み
だ
り
に
は
打
た
な
い
こ
と
を
い
う
。【
変
化
魚
龍
】「
登
龍
門
」
の
話
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。【
令
行
】
仏
祖
の
法

令
を
行
う
こ
と
。【
吹
毛
】
吹
毛
剣
の
略
。
吹
き
か
け
た
毛
を
も
切
る
ほ
ど
の
鋭
利
な
剣
。
転
じ
て
禅
者
の
力
量
を
指
す
語
。【
十
分
痛
処
】
こ
こ
し

か
な
い
と
い
う
箇
所
。
物
事
を
会
得
し
た
と
い
う
意
味
。

第
九
十
六
則
　
九
峰
不
肯

【
本
則
】 

擧
。
九
峰
在
石
霜
作
侍
者
。
霜
遷
化
後
。
衆
欲
請
堂
中
首
座
接
續
住
持
。
峰
不
肯
。
乃
云
。
待
某
甲
問
過
。
若
會
先
師
意
。

如
先
師
侍
奉
。
遂
問
。
先
師
道
。
休
去
歇
去
。
一
念
萬
年
去
。
寒
灰
枯
木
去
。
一
條
白
練
去
。
且
道
。
明
甚
麼
邊
事
。
座

云
。
明
一
色
邊
事
。
峰
云
。
恁
麼
則
未
會
先
師
意
在
。
座
云
。
爾
不
肯
我
。
那
裝
香
來
。
座
乃
焚
香
云
。
我
若
不
會
先
師

意
。
香
煙
起
處
脱
去
不
得
言
訖
便
坐
脱
。
峰
乃
撫
其
背
云
。
坐
脱
立
亡
則
不
無
。
先
師
意
未
夢
見
在
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
九
峰 

石
霜
に
在
っ
て
侍
者
と
作
る
。
霜
遷
化
の
後
、
衆
堂
中
の
首
座
を
請
し
て
住
持
を
接
続
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
峰
肯
わ

ず
。
乃
ち
云
く
、
某
甲
が
問
過
せ
ん
を
待
て
。
若
し
先
師
の
意
を
会
せ
ば
、
先
師
の
如
く
に
侍
奉
せ
ん
。
遂
に
問
う
。
先
師
道
く
。
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﹇
釈
意
﹈

潭
州
の
石
霜
山
の
石
霜
慶
諸
が
亡
く
な
っ
た
時
の
こ
と
、
住
持
に
推
さ
れ
た

首
座
を
、
侍
者
で
あ
っ
た
九
峰
が
拒
み
、
首
座
に
質
問
し
た
。
こ
の
質
問
で

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
学
人
の
修
行
の
有
り
様
を
述
べ
た
「
石
霜
七
去
」

の
う
ち
の
五
つ
で
あ
る
。
本
則
で
は
「
一
切
の
働
き
を
休
止
し
、
身
心
の
受

動
と
能
動
を
停
止
し
、
時
間
の
長
短
を
無
く
し
、
煩
悩
を
無
く
し
、
少
し
の

雑
念
も
無
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
す
る
首
座
の
答
え
は
「
平
等
の

世
界
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
九
峰
は
こ
れ
を
否
定
し
た
。

そ
の
理
由
は
「
平
等
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
」
と
見
え
た
の
な
ら

ば
、
そ
れ
ら
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ら
に
そ
の
世
界
を
明
確
に
見
極
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
首
座
は
香
を
焚
か
せ
て

「
坐
脱
」
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
す
る
九
峰
の
言
葉
は
、「
立
っ
た
り
座
っ

た
り
と
い
っ
た
身
心
に
と
ら
わ
れ
ず
に
悟
り
を
開
く
こ
と
は
容
易
だ
が
、
そ

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
九
峰
道
虔
は
石
霜
慶
諸
に
仕
え

て
い
ま
し
た
。
石
霜
が
亡
く
な
っ
た
後
、
多
く
の
者
は
堂
中

の
第
一
座
に
堂
頭
位
を
継
い
で
も
ら
う
こ
と
を
望
み
ま
し
た

が
、
九
峰
は
承
知
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
言
い
ま
し

た
。「
衲
が
質
問
す
る
の
を
待
ち
な
さ
い
。
も
し
師
の
法
を

会
得
し
て
い
る
な
ら
ば
、
師
と
同
じ
よ
う
に
仕
え
よ
う
」

と
。
そ
し
て
質
問
し
ま
し
た
。「
師
は
述
べ
ら
れ
た
。『
安
ら

ぎ
の
境
地
に
入
っ
て
立
ち
去
り
、
一
休
み
し
て
立
ち
去
り
、

一
つ
の
想
い
を
長
い
年
月
抱
き
続
け
て
立
ち
去
り
、
働
き
の

な
い
無
の
心
を
も
っ
て
立
ち
去
り
、
一
本
の
白
い
練
絹
の
よ

う
に
立
ち
去
る
』
と
。
と
り
あ
え
ず
述
べ
て
み
よ
。
ど
ん
な

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。
首
座
は
言

休
し
去
り 

歇
し
去
り
、
一
念
万
年
に
し
去
り
、
寒
灰
枯
木
に
し
去
り
、
一
条
白
練
に
し
去
る
と
。
且
く
道
え
、
甚
麼
辺
の
事
を
明

か
す
や
。
座
云
く
、
一
色
辺
の
事
を
明
か
す
。
峰
云
く
、
什
麼
な
ら
ば
則
ち
未
だ
先
師
の
意
を
会
せ
ざ
る
在
り
。
座
云
く
、
爾
我
を

肯
が
わ
ざ
る
や
。
香
を
装
い
来
れ
。
座
乃
ち
香
を
焚
い
て
云
く
、
我
若
し
先
師
の
意
を
会
せ
ず
ん
ば
、
香
煙
起
こ
る
処 

脱
し
去
る

こ
と
を
得
じ
と
言
い
訖
り
て
便
ち
座
脱
す
。
峰
乃
ち
其
の
背
を
撫
し
て
云
く
、
坐
脱
立
亡
は
則
ち
無
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
先
師
の
意

は
未
だ
夢
に
も
見
ざ
る
在
り
。
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の
悟
り
に
と
ら
わ
れ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
で
は
師
の
法

を
悟
っ
た
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
意
で
あ
る
。

い
ま
し
た
。「
一
切
平
等
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」

と
。
九
峰
は
言
い
ま
し
た
。「
そ
れ
な
ら
ば
、
ま
だ
師
の
法

を
悟
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
。
首
座
は
言
い
ま
し

た
。「
あ
な
た
が
衲
を
認
め
な
い
な
ら
、
香
の
準
備
を
し
て

ほ
し
い
」
と
。
す
る
と
首
座
は
香
を
焚
い
て
言
い
ま
し
た
。

「
衲
が
も
し
師
の
法
を
悟
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
香
の
煙

が
起
こ
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
こ
の
世
を
抜
け
出
し
て
立
ち

去
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
。
そ
う
言
い
終
わ

る
と
、
座
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
九
峰
は

そ
の
背
中
を
撫
で
て
言
い
ま
し
た
。「
立
っ
た
ま
ま
、
座
っ

た
ま
ま
死
ぬ
と
い
う
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
あ
な
た
は
師
の
法
を
ま
っ
た
く
会
得
し
て
い
な
い
の

だ
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
石
霜
一
宗
。
親
傳
九
峰
。
香
煙
脱
去
。
正
脈
難
通
。
月
巣
鶴
作
千
年
夢
。
雪
屋
人
迷
一
色
功
。
坐
斷
十
方
猶
點
額
。

密
移
一
歩
看
飛
龍
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
石
霜
の
一
宗
。
親
し
く
九
峰
に
伝
う
。
香
煙
に
脱
し
去
り
、
正
脈
通
じ
難
し
。
月
巣
の
鶴
は
千
年
の
夢
を
作
し
、
雪
屋

の
人
は
一
色
の
功
に
迷
う
。
十
方
を
坐
断
す
る
も
猶
点
額
す
。
密
に
一
歩
を
移
さ
ば
飛
龍
を
見
ん
。
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石
霜
の
宗
旨
は
九
峰
に
の
み
但
し
伝
わ
っ
て
お
り
、
香
の
煙
の
中
に
坐
脱
し

て
し
ま
っ
た
首
座
は
、
石
霜
の
教
え
の
中
に
留
ま
っ
て
、
自
身
の
自
由
を
会

得
し
た
と
は
言
い
難
い
と
し
て
い
る
。
月
巣
の
鶴
は
九
峰
の
こ
と
を
指
し
、

自
由
自
在
の
境
地
を
表
す
。
雪
屋
の
人
は
、
雪
の
降
り
積
も
っ
た
家
に
い
る

人
と
い
う
意
味
で
、「
一
色
辺
の
事
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
首
座
を
指
し
て

い
る
。
雪
屋
の
人
が
雪
に
取
り
囲
ま
れ
て
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
首
座
も
「
一
色
辺
の
事
」
に
と
ら
わ
れ
て
自
身
の
自

由
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
九
峰
は
僅
か
に
一
歩
及
ば
な
か
っ

た
首
座
を
惜
し
ん
で
い
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
石
霜
慶
諸
の
悟
り
は
確

実
に
九
峰
道
虔
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
香
の
煙
の
中
に
抜
け

出
し
て
も
、
真
の
仏
法
は
そ
こ
に
あ
り
ま
せ
ん
。
月
に
巣
を

掛
け
た
鶴
は
永
遠
の
命
を
手
に
入
れ
、
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
家
の
人
は
自
由
を
失
い
ま
す
。
す
べ
て
の
幻
想
を
断
ち

切
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
心
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
僅
か
に
一
足
を
踏
み
出
せ
ば
、
竜
の
よ
う
に
自
由

を
得
ら
れ
ま
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
九
峰
】
九
峰
道
虔
（
不
詳
）
の
こ
と
。
唐
末
五
代
の
人
。
青
原
下
。【
石
霜
】
石
霜
慶
諸
（
807
〜
888
）
の
こ
と
。
青
原
下
。
普
会
大
師
と
も
。【
遷

化
】
禅
僧
が
死
ぬ
こ
と
。【
首
座
】
禅
宗
寺
院
の
役
職
で
、
衆
僧
中
の
首
位
に
坐
る
者
を
い
う
。【
住
持
】
寺
の
頭
と
な
る
僧
。
住
職
。【
先
師
】
遷

化
し
た
師
に
対
す
る
敬
称
。【
一
念
万
年
】
万
年
と
い
う
長
時
間
も
一
念
に
収
ま
る
と
い
う
こ
と
。【
寒
灰
枯
木
】
煩
悩
や
妄
想
が
な
い
こ
と
。【
一

条
白
練
】
不
純
な
も
の
が
な
く
純
粋
で
あ
る
こ
と
の
例
え
。【
一
色
辺
】
差
別
相
対
を
越
え
た
一
切
が
平
等
な
世
界
の
こ
と
。【
坐
脱
立
亡
】
立
っ
た

ま
ま
、
あ
る
い
は
坐
っ
た
ま
ま
死
ぬ
こ
と
。【
一
宗
】
一
門
の
こ
と
。【
十
方
坐
断
】
あ
ら
ゆ
る
束
縛
を
超
越
し
た
世
界
に
出
る
こ
と
。【
点
額
】
出

世
の
関
門
に
登
ろ
う
と
し
て
失
敗
す
る
こ
と
。
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荘
宗
が
皇
位
に
就
い
て
世
を
治
め
た
と
き
、
国
の
宝
と
は
自
身
だ
と
示
し

た
。
世
俗
に
お
い
て
皇
帝
は
唯
一
無
二
の
地
位
に
あ
る
。
し
か
し
、
皇
帝
の

み
な
ら
ず
世
の
人
々
も
、
唯
一
無
二
の
命
を
今
生
き
て
い
る
。
個
々
そ
れ
ぞ

れ
に
尊
く
、
か
け
が
え
の
な
い
自
身
を
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
荘
宗
は
政

治
の
立
場
で
自
身
が
唯
一
無
二
で
あ
る
と
示
し
た
が
、
興
化
は
そ
れ
が
仏
道

で
は
唯
一
無
二
の
仏
の
命
と
な
る
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
移

ろ
い
ゆ
く
世
法
の
虚
し
さ
と
、
普
遍
の
真
理
で
あ
る
仏
法
の
真
実
と
の
立
場

の
違
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。
興
化
の
想
い
は
、
自
身
を
宝
と
思
う
皇
帝
が
、

善
政
を
敷
い
て
、
世
の
人
々
が
平
穏
に
暮
ら
せ
る
な
ら
、
そ
れ
も
化
導
の
方

途
と
な
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
同
光
の
時
代
を
治
め
た
荘
宗
皇

帝
が
、
興
化
存
奨
に
言
い
ま
し
た
。「
朕
は
、
中
原
の
宝
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
誰
も
値
を
付
け
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
」
と
。
興
化
は
言
い
ま
し
た
。「
陛
下
の
宝
を
お

借
し
く
だ
さ
い
」
皇
帝
は
、
両
手
で
冠
の
四
隅
に
あ
る
垂
れ

を
引
き
、
そ
の
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
興
化
は
言
い
ま
し
た
。

「
陛
下
の
宝
に
は
、
誰
も
値
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」
と
。

第
九
十
七
則
　
光
帝
幞
頭

【
本
則
】 

擧
。
同
光
帝
謂
興
化
曰
。
寡
人
収
得
中
原
一
寶
。
只
是
無
人
酬
價
。
化
云
。
借
陛
下
寶
看
。
帝
以
兩
手
引
幞
頭
脚
。
化
云
。

君
王
之
寶
。
誰
敢
酬
價
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
同
光
帝 
興
化
に
謂
い
て
曰
く
、
寡
人 

中
原
の
一
宝
を
收
得
す
。
只
だ
是
れ
人
の
價
を
酬
ゆ
る
な
し
。
化
云
く
、
陛
下
の
宝

を
借
り
て
看
ん
。
帝 
両
手
を
以
て
幞
頭
脚
を
引
く
。
化
云
く
、
君
王
の
宝
、
誰
か
敢
て
価
を
酬
い
ん
。
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葵
藿
と
は
向
日
葵
の
こ
と
で
あ
り
、
向
日
葵
は
、
常
に
明
る
い
太
陽
の
方
角

へ
向
く
こ
と
か
ら
、
世
の
人
々
が
仁
政
を
敷
く
皇
帝
を
慕
う
様
子
を
表
し
て

い
る
。
皇
帝
の
宝
は
、
皇
帝
自
身
と
あ
る
が
、
そ
の
想
い
は
万
人
に
共
通
し

て
い
る
。
趙
璧
や
燕
金
な
ど
、
形
あ
る
外
の
宝
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
、
価
値

を
付
け
る
の
が
難
し
い
物
で
あ
る
。
そ
れ
を
仏
性
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、

悟
り
は
目
前
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
荘
宗
皇
帝
は
、
気
心
の

し
れ
た
興
化
に
自
分
の
真
意
を
語
り
ま
し
た
。
天
下
の
人
々

は
、
そ
の
陛
下
に
誠
を
つ
く
し
、
葵
藿
の
心
を
捧
げ
ま
す
。

皇
帝
が
取
り
出
し
た
価
値
を
付
け
ら
れ
な
い
中
原
の
宝
は
、

趙
璧
や
燕
金
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
宝
で
す
。
皇
帝
は
中

原
の
宝
を
興
化
に
見
せ
ま
し
ま
し
た
が
、
輝
か
し
い
光
を
放

つ
そ
の
宝
に
、
値
を
付
け
る
事
は
難
し
い
も
の
で
す
。
皇
帝

の
治
世
は
、
永
遠
の
模
範
と
な
る
の
に
十
分
で
す
。
そ
の
光

は
四
天
下
に
輝
き
ま
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
君
王
底
意
語
知
音
。
天
下
傾
誠
葵
藿
心
。
掇
出
中
原
無
價
寶
。
不
同
趙
壁
與
燕
金
。
中
原
之
寶
呈
興
化
。
一
段
光
明

難
定
價
。
帝
業
堪
爲
萬
世
師
。
金
輪
景
耀
四
天
下
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
、
君
王
の
底
意
知
音
に
語
る
。
天
下
誠
を
傾
く
葵
藿
の
心
。
掇
出
す 

中
原
の
無
価
の
宝
。
趙
璧
と
燕
金
と
に
同
じ
か
ら

ず
。
中
原
の
宝 

興
化
に
呈
す
。
一
段
の
光
明 

価
を
定
め
難
し
。
帝
業
万
世
の
師
と
為
る
に
堪
え
た
り
。
金
輪
の
景
は
四
天
下
を
耀

か
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
中
原
】
魏
ま
た
は
洛
陽
の
こ
と
を
い
う
。【
同
光
帝
】
後
唐
の
荘
宗
皇
帝
の
こ
と
を
指
し
、
同
光
は
、
荘
宗
皇
帝
の
治
世
で
用
い
ら
れ
た
元
号
（
九

二
三
年
四
月
〜
九
二
六
年
四
月
）。【
興
化
】
魏
府
興
化
の
存
奨
（
830
〜
888
）
の
こ
と
。
臨
済
義
玄
の
法
嗣
。【
幞
頭
】
中
国
の
被
り
物
の
一
種
。【
趙

璧
】
趙
の
恵
王
が
得
た
和
氏
の
璧
の
こ
と
。【
燕
金
】
燕
の
昭
王
が
千
金
を
台
に
置
い
て
、
世
の
賢
士
達
を
招
い
た
こ
と
。
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本
則
は
曹
洞
宗
の
祖
と
な
る
洞
山
良
价
の
宗
風
が
主
題
で
あ
る
。
仏
身
を
法

身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
に
分
け
て
解
釈
す
る
の
は
、
教
学
の
立
場
で
あ

る
。
僧
の
問
い
は
『
維
摩
経
』
巻
上
の
「
弟
子
品
」
の
語
を
持
ち
出
し
て
、

ど
の
身
が
三
科
七
大
な
ど
に
堕
ち
な
い
無
為
の
真
法
身
で
あ
る
の
か
と
問
っ

た
。
洞
山
は
、
衲
は
い
つ
も
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
身
と
心
の
間
に
は
無
駄

な
言
句
を
容
れ
る
隙
が
な
い
。
無
為
の
仏
身
そ
の
も
の
に
な
り
切
っ
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
洞
山
良
价
に
問
い
ま

し
た
。
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
の
な
か
で
、
ど
の
身
が

は
か
ら
い
に
お
ち
ま
せ
ん
か
。
洞
山
は
云
い
ま
し
た
。
衲
は

い
つ
も
そ
の
も
の
に
な
り
き
っ
て
い
る
の
だ
よ
、
と
。

第
九
十
八
則
　
洞
山
常
切

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
洞
山
。
三
身
中
。
那
身
不
堕
諸
數
。
山
云
。
吾
常
于
此
切
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧
洞
山
に
問
う
。
三
身
の
中
。
那
の
身
か
諸
数
に
堕
せ
ざ
る
や
。
山
云
く
、
吾
れ
常
に
此
に
お
い
て
切
な
り
。

【
頌
】 

頌
云
。
不
入
世
。
未
循
緣
。
劫
壺
空
處
有
家
傳
。
白
蘋
風
細
秋
江
暮
。
古
岸
舡
歸
一
帶
煙
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
云
く
。
世
に
入
ら
ず
。
未
だ
縁
に
循
わ
ず
。
劫
壺
の
空
処
に
家
伝
あ
り
。
白
蘋 

風
細
か
な
り
秋
江
の
暮
。
古
岸 

船
帰
る
一
帯

の
煙
。
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分
別
妄
想
の
世
界
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
世
に
処
し
て
世
に
溺
れ
な
い
こ
と

を
い
う
。
縁
に
応
じ
て
し
か
も
縁
に
心
を
奪
わ
れ
な
い
。
天
地
未
開
以
前

の
、
分
別
妄
想
が
ま
だ
お
こ
ら
な
い
以
前
の
世
界
で
、
迷
悟
の
区
別
も
ま
だ

出
来
な
い
前
か
ら
の
真
実
で
あ
る
。
秋
の
光
景
は
、
諸
法
実
相
を
示
す
洞
山

穏
密
の
家
風
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
世
俗
に
紛
れ
ず
。
ま
だ

因
果
に
も
流
さ
れ
ま
せ
ん
。
遠
い
過
去
に
こ
の
世
界
が
で
き

あ
が
る
前
か
ら
真
実
を
伝
え
て
い
ま
す
。
今
も
変
わ
ら
ず
、

秋
の
湖
畔
の
夕
暮
れ
に
は
、
風
が
そ
よ
そ
よ
と
白
い
浮
き
草

を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
な
い
岸
に
船
は
帰
っ
て
行

き
、
一
面
に
煙
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
洞
山
】
洞
山
良
价
。（
807
〜
869
）。
曹
洞
宗
の
派
祖
。
諡
号
は
悟
本
大
師
。
俗
姓
は
兪
氏
。
会
稽
諸
曁
の
人
。
雲
巌
曇
晟
の
法
嗣
。
筠
州
（
江
西

省
）
の
洞
山
に
住
す
。【
三
身
】
法
身
、
報
身
、
応
身
で
あ
る
。【
諸
数
に
堕
せ
ざ
る
や
】
諸
数
と
は
、
六
根
六
識
六
境
の
三
科
、
地
水
火
風
空
根
識

の
七
大
等
を
い
う
。【
切
】
切
と
は
少
し
も
隙
間
が
な
い
と
の
意
。【
劫
壺
空
処
】
成
劫
、
住
劫
、
壊
劫
、
空
劫
、
こ
れ
を
四
劫
と
い
う
。
費
長
房
が

壺
中
に
入
る
と
、
仙
書
に
は
そ
こ
に
別
天
地
が
あ
る
と
い
う
。
空
劫
の
壺
の
中
と
い
う
意
味
で
、
時
間
、
空
間
を
超
越
し
て
い
る
世
界
の
別
天
地
の

こ
と
を
い
う
。【
白
蘋
】
水
辺
に
生
え
る
秋
草
の
名
で
初
秋
の
頃
白
い
花
が
咲
く
。
古
来
秋
風
を
吟
ず
る
時
必
ず
詩
句
の
材
料
に
用
い
ら
れ
る
草
で

あ
る
。

第
九
十
九
則
　
雲
門
鉢
桶

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
雲
門
。
如
何
是
塵
塵
三
昧
。
門
云
。
缽
裏
飯
桶
裏
水
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

雲
門
に
問
う
。
如
何
か
是
れ
塵
塵
三
昧
。
門
云
く
。
鉢
裏
の
飯 

桶
裏
の
水
。
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﹇
釈
意
﹈

僧
が
雲
門
に
悟
り
の
境
地
を
質
問
し
、
雲
門
が
答
え
て
い
る
。
雲
門
は
、
椀

と
桶
と
が
日
々
用
い
ら
れ
る
、
そ
こ
に
本
来
の
在
り
方
が
あ
り
、
仏
性
そ
の

も
の
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
特
別
な
と
こ
ろ
に
仏
性
が
あ
る
と
分
別
し
て

い
て
は
、
目
に
触
れ
て
い
る
も
の
こ
そ
が
仏
性
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
く

な
る
。
雲
門
は
そ
の
こ
と
を
僧
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
僧
が
雲
門
に
質
問
を
し
ま
し

た
。「
塵
塵
三
昧
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」
と
。
雲

門
は
「
椀
に
も
っ
た
飯
と
桶
に
い
れ
た
水
」
と
応
え
ま
し

た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
缽
裏
飯
桶
裏
水
。
開
口
見
膽
求
知
已
。
擬
思
便
落
二
三
機
。
對
面
忽
成
千
萬
里
。
韶
陽
師
較
些
子
。
斷
金
之
義
兮
誰

與
相
同
。
匪
石
之
心
兮
獨
能
如
此
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
鉢
裏
の
飯 

桶
裏
の
水
。
口
を
開
き
胆
を
見
て
知
已
を
求
む
。
思
擬
す
れ
ば
便
ち
二
三
機
に
落
つ
。
対
面
す
れ
ば
忽
ち

に
千
万
里
と
成
る
。
韶
陽
師 

些
子
に
較
れ
り
。
断
金
の
義 

誰
か
与
に
相
同
じ
か
ら
ん
。
匪
石
の
心 

独
り
能
く
此
の
如
し
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
雲
門
の
「
椀
に
も
っ
た

飯
と
桶
に
い
れ
た
水
」
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
体
の
中
を

す
べ
て
さ
ら
け
だ
し
て
己
の
存
在
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

分
別
が
入
っ
た
な
ら
ば
、
第
二
機
、
第
三
機
に
落
ち
る
の

で
、
雲
門
と
向
き
合
っ
て
い
て
も
、
か
け
離
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
雲
門
は
的
を
得
た
答
え
を
出
し
ま
し
た
。
雲
門
に
は
、

﹇
釈
意
﹈

人
の
本
来
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
仏
性
で
あ
る
こ
と
を
雲
門
は
説
い
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
出
来
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
疑
い
を
持
っ
た
り
捉
わ

れ
て
し
ま
え
ば
、
仏
性
を
掴
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
雲
門
が
示
し

た
仏
性
と
か
け
離
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
雲
門
の
答
え
以

外
に
仏
性
の
存
在
を
求
め
る
こ
と
は
、
雲
門
の
答
え
に
分
別
を
も
っ
て
見
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
雲
門
の
答
え
が
仏
性
そ
の
も
の
だ
と
み
れ
ば
、
自
ら
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﹇
釈
意
﹈

僧
が
瑯
琊
慧
覚
に
『
首
楞
厳
経
』
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
す
べ
て
の
存
在
が

如
来
蔵
を
内
包
し
、
清
浄
本
然
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
ま
た
、

山
河
大
地
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
と
質
問
を
し
た
。
清
浄
本
然
も
、
山
河

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
瑯
琊
山
に
住
し
て
い
る
瑯
琊
慧

覚
和
尚
に
質
問
を
し
ま
し
た
。「
清
浄
本
然
な
ら
ば
、
ど
の

よ
う
に
し
て
忽
ち
に
山
河
大
地
が
表
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

明
か
す
こ
と
な
く
、
そ
の
言
葉
を
た
だ
信
じ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
二
見
か
ら
離
れ
な
く
て
は
、
真
実
を
会
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

金
を
断
つ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
鋭
い
言
動
が
あ
り
ま
す
。

他
に
誰
が
雲
門
の
よ
う
な
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
石
の
よ

う
に
堅
い
不
動
の
心
を
保
つ
人
と
は
雲
門
の
こ
と
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
塵
塵
三
昧
】『
華
厳
経
』
賢
首
品
。
微
塵
の
な
か
に
す
べ
て
を
摂
入
せ
し
め
る
。
無
礙
三
昧
。【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
嘉
興

（
浙
江
省
）
の
人
。
俗
姓
は
張
氏
。
雪
峰
義
存
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
同
光
元
年
（
923
）、
韶
州
雲
門
山
に
禅
宇
を
建
立
し
た
。
韶
陽
師
。【
鉢

裏
飯
桶
裏
水
】
椀
の
中
の
飯
と
桶
の
中
の
水
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
在
り
方
に
安
ら
い
で
い
る
さ
ま
。『
碧
巌
録
』
五
十
則
本

則
に
も
。【
些
子
】
少
し
。
ち
ょ
っ
と
。【
断
金
之
義
】
鋭
利
。【
匪
石
之
心
兮
独
能
如
此
】「
詩
経
」
の
邶
風
・
柏
舟
の
語
。
石
は
転
が
す
こ
と
が
で

き
る
け
れ
ど
も
、
自
分
の
心
は
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
意
で
、
心
が
確
固
不
動
な
こ
と
の
た
と
え
。

第
百
則
　
瑯
琊
山
河

【
本
則
】 

擧
。
僧 

問
瑯
琊
覺
和
尚
。
清
淨
本
然
。
云
何
忽
生
山
河
大
地
。
覺
云
。
清
淨
本
然
云
何
忽
生
山
河
大
地
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
瑯
琊
の
覚
和
尚
に
問
う
。
清
浄
本
然
、
云
何
が
忽
ち
に
山
河
大
地
を
生
ず
。
覚
云
く
、
清
浄
本
然
、
云
何
が
忽
ち
に
山
河
大

地
に
生
ず
。
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と
。
瑯
琊
は
「
清
浄
本
然
な
ら
ば
、
山
河
大
地
が
表
れ
る
」

と
い
い
ま
し
た
。

大
地
も
悟
り
の
境
地
を
指
す
語
で
あ
る
。
自
己
の
分
別
を
離
れ
な
け
れ
ば
真

実
を
会
得
で
き
な
い
。
瑯
琊
が
僧
の
質
問
と
同
じ
言
葉
で
、
そ
の
ま
ま
答
え

た
こ
と
は
、
清
浄
本
然
が
山
河
大
地
そ
の
も
の
で
あ
り
、
不
離
一
体
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
分
別
を
脱
す
る
道
に
僧
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
云
。
見
有
不
有
。
翻
手
覆
手
。
瑯
琊
山
裏
人
。
不
落
瞿
曇
後
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
云
く
。
有
を
見
て
有
と
せ
ず
、
手
を
翻
し
て
手
を
覆
う
。
瑯
琊
山
裏
の
人
、
瞿
曇
の
後
え
に
落
ち
ず
。

﹇
釈
意
﹈

悟
り
が
何
で
あ
る
か
知
っ
て
い
れ
ば
、
見
誤
る
こ
と
が
な
い
。「
見
有
不

有
。
翻
手
覆
手
。」
と
は
、
本
則
で
僧
が
、
清
浄
本
然
と
山
河
大
地
を
別
の

も
の
と
み
て
い
る
こ
と
に
当
て
は
ま
る
。
悟
り
の
真
実
相
を
識
っ
て
い
る
瑯

琊
は
、
仏
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
見
て
い
る
か
ら
、
今
と
別
の
場
所
に
悟
り
が

あ
る
と
思
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
有
る
も
の
を
み
て
は
否

定
す
る
。
拳
を
翻
し
て
は
覆
う
。
瑯
琊
は
釈
迦
の
後
ろ
に
下

が
る
こ
と
な
く
、
生
き
た
教
え
で
導
い
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
瑯
琊（
山
）】
滁
州
（
安
徽
省
）
西
南
一
〇
里
に
あ
る
。
山
中
に
開
化
寺
が
あ
る
。【
覚
和
尚
】
瑯
琊
慧
覚
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
汾
陽
善
昭
の

法
嗣
。
瑯
琊
山
で
臨
済
の
宗
風
を
挙
揚
し
た
。【
清
淨
本
然
。
云
何
忽
生
山
河
大
地
。】『
首
楞
厳
経
』
巻
四
の
次
の
箇
所
を
出
典
と
す
る
。「
世
尊
若

復
世
間
一
切
根
塵
陰
処
界
等
。
皆
如
来
蔵
清
浄
本
然
。
云
何
忽
生
山
河
大
地
。
諸
有
為
相
次
第
遷
流
終
而
復
始
」（『
大
正
蔵
』
19
、
119
ｃ
）【
瞿

曇
】
最
上
の
牛
の
意
で
、
イ
ン
ド
の
王
族
の
姓
氏
の
一
。
釈
尊
の
こ
と
。


